
        
Ⅳ 調査結果  

〔解説・グラフ〕 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

 
問１ 「経済の活性化」について、第３期高知県産業振興計画に基づき、県が行っている施策のうち

特に力を入れるべきものは何ですか。（３つまで○印） 

 

【総合】 「産業の担い手の育成・確保」が 41.2％で１位になっている。 

 次いで「農林漁業の生産地の強化」が 33.9％、「観光の振興」が 33.3％と続いている。 

 

【過去の調査との比較】 

選択肢の一部が変更されたため単純な比較はできないが、昨年度とほぼ同じ傾向にある。 

「観光の振興」が昨年度と比べ 3.3ポイント上昇と施策の中で一番上昇している。 
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産業の担い手の育成・確保

農林漁業の生産地の強化

観光の振興

地域の商店街等の活性化

企業の誘致

県産品等の県外・海外での販売促進

支援

県内事業者の経営基盤の強化（事業

戦略の策定・実行・金融支援）

県外からの移住の促進

第一次産業などを核とした産業集積

（地域産業クラスター）
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 [１] 県の基本政策について 

※令和元年度新設 
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【性別】 

男女ともに「産業の担い手の育成・確保」が最も高く、次いで、男性は「農林漁業の生産地の強化」

が、女性は「観光の振興」となっている。 

 

 

 

《 性 別 》 
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【年代別】 

10歳代、20歳代では「観光の振興」が、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代では「産業の担い手の

育成・確保」が、70 歳以上では同率で「産業の担い手の育成・確保」と「農林漁業の生産地の強化」

が最も高くなっている。 

 

《 年 代 別 》 
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【総合】 「高齢者がいつまでも元気に暮らせる地域づくり」が 37.1％で１位になっている。 

 次いで「少子化対策の推進」が 34.8％、「生涯にわたる健康的な生活習慣の定着」が 34.6％と続い

ている。 

 

【過去の調査との比較】 

今年度も、昨年度と同じく「高齢者がいつまでも元気に暮らせる地域づくり」が 2.8ポイント減少

しながらも１位になっており、「少子化対策の推進」が 1.9ポイント増加して４位から２位となってい

る。 

 

 

 

 

問２ 「日本一の健康長寿県づくり」について、第３期日本一の健康長寿県構想に基づき、県が行っ 

ている施策のうち特に力を入れるべきものは何ですか。（３つまで○印） 
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【性別】 

男性では「高齢者がいつまでも元気に暮らせる地域づくり」が、女性では「介護などのサービス提

供を担う人材の安定確保」が最も高くなっており、「介護などのサービス提供を担う人材の安定確保」

では、女性が男性よりも 8.4ポイント高くなっている。 

 

 

《 性 別 》 
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【年代別】 

10 歳代では同率で「高齢者がいつまでも元気に暮らせる地域づくり」と「少子化対策の推進」が、

20歳代、30歳代、40歳代では「少子化対策の推進」が、50歳代、60歳代では「高齢者がいつまでも

元気に暮らせる地域づくり」が、70歳以上では同率で「高齢者がいつまでも元気に暮らせる地域づく

り」と「介護などのサービス提供を担う人材の安定確保」が最も高くなっている。 

 

《 年 代 別 》 
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【総合】 「いじめや暴力行為、不登校などへの対策の充実」が 44.5％で１位になっている。 

 次いで「学力向上に向けた学校の組織力の強化」が 38.5％、「道徳教育の推進」が 33.5％と続いて

いる。 

 

【過去の調査との比較】 

今年度は「いじめや暴力行為、不登校などへの対策の充実」が 1.6ポイント増加し１位になってい

る。「学力向上に向けた学校の組織力の強化」は昨年度より 4.7ポイント減少し、２位になっている。 

 

  

 

問３ 「教育の充実と子育て支援」について、教育等の振興に関する施策の大綱に基づき、県が行っ

ている施策のうち特に力を入れるべきものは何ですか。（３つまで○印） 

44.5 

38.5 

33.5 

28.6 

28.5 

21.8 

21.1 

18.6 

18.0 

16.4 

2.9 

42.9 

43.2 

30.8 

25.1 

31.8 

17.5 

19.7 

17.9 

23.0 

19.2 

1.0 

41.5 

43.6 

27.1 

28.5 

32.2 

19.9 

23.2 

19.2 

20.1 

20.7 

1.2 

40.4 

42.2 

33.4 

27.0 

32.5 

19.0 

22.8 

16.7 

20.7 

19.2 

1.7 

46.0 

35.3 

27.6 

24.7 

13.4 

12.2 

21.2 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

いじめや暴力行為、不登校な

どへの対策の充実

学力向上に向けた学校の組織

力の強化

道徳教育の推進

社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育の推進

貧困の世代間連鎖を教育に

よって断ち切るための支援の

充実

運動能力の向上、運動習慣の

確立

地域の方々との連携・協働に

よる学習やスポーツ活動など

の推進

発達障害など特別な支援を必

要とする子どもへの指導・支

援の充実

生涯にわたって学び続けられ

る環境づくりの推進

就学前の教育・保育の充実

その他

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度

-14-



  

【性別】 

男女とも「いじめや暴力行為、不登校などへの対策の充実」が最も高く、「学力向上に向けた学校の

組織力の強化」が続いている。 
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【年代別】 

10歳代、20歳代、30歳代、50歳代、60歳代、70歳代以上では「いじめや暴力行為、不登校などへ

の対策の充実」が、40歳代では同率で「いじめや暴力行為、不登校などへの対策の充実」と「学力向

上に向けた学校の組織力の強化」が最も高くなっている。 
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45.3 

39.6 

20.8 

43.4 

17.0 

32.1 

20.8 

13.2 

15.1 

18.9 

3.8 

41.8 

32.5 

29.4 

36.1 

26.8 

20.1 

15.5 

25.8 

14.9 

20.1 

2.6 

41.8 

36.9 

29.1 

28.4 

25.0 

24.3 

22.4 

21.6 

17.9 

20.5 

2.2 

44.6 

44.6 

29.4 

31.0 

26.9 

26.6 

19.9 

16.1 

16.9 

14.1 

3.6 

42.6 

35.1 

36.3 

28.5 

28.5 

21.0 

20.1 

17.7 

21.3 

14.4 

4.8 

46.5 

39.2 

38.0 

22.8 

35.0 

18.5 

25.8 

17.9 

19.8 

14.3 

1.8 

50.8 

40.7 

41.8 

23.2 

29.9 

15.3 

20.9 

16.4 

15.3 

16.9 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いじめや暴力行為、不登校な

どへの対策の充実

学力向上に向けた学校の組織

力の強化

道徳教育の推進

社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育の推進

貧困の世代間連鎖を教育に

よって断ち切るための支援の

充実

運動能力の向上、運動習慣の

確立

地域の方々との連携・協働に

よる学習やスポーツ活動など

の推進

発達障害など特別な支援を必

要とする子どもへの指導・支

援の充実

生涯にわたって学び続けられ

る環境づくりの推進

就学前の教育・保育の充実

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

-16-



  

 

【総合】 「支援物資が避難所に確実に届く体制づくり」が 46.2％で１位になっている。 

 次いで「津波からの避難場所や避難路の整備」が 35.6％、「住宅の耐震化の強化」が 27.8％と続い

ている。 

 

【過去の調査との比較】 

選択数が変更されたため単純な比較はできないが、昨年度と同じく今年度も「支援物資が避難所に

確実に届く体制づくり」が１位になっている。 

  

 

 

 

 

問４ 「南海トラフ地震対策の抜本強化・加速化」について、第４期南海トラフ地震対策行動計画に基

づき、県が行っている施策のうち特に力を入れるべきものは何ですか。（３つまで○印） 
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30.3 

20.7 

20.8 

17.7 

17.9 

20.5 

16.8 

17.8 

9.5 

1.4 

50.9 

41.9 

31.9 

27.6 

22.3 

17.5 

23.9 

17.9 

14.8 

8.7 

1.9 

48.8 

16.7 

19.4 

25.3 

18.5 

16.4 

6.5 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

支援物資が避難所に確実に届く

体制づくり

津波からの避難場所や避難路の

整備

住宅の耐震化の強化

体育館などの避難所の確保や運

営体制の充実

高齢者や障害者などの要配慮者

の方々を地域で支え合う仕組み

づくり

発災後の応急対策活動や住民生

活に必要となる燃料の確保対策

前方展開型による医療救護体制

の推進

自主防災組織など人のつながり

の強化

防災教育の強化

津波や浸水による被害を防ぐ防

潮堤などのハード整備

南海トラフ地震臨時情報が発表

された場合に備えた対策の推進

地震火災・津波火災対策の推進

その他

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度

※令和元年度新設
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【性別】 

男女とも「支援物資が避難所に確実に届く体制づくり」が最も高くなっている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

45.5 

35.6 

28.5 

23.9 

21.1 

19.8 

16.9 

20.0 

21.4 

18.5 

12.2 

12.4 

2.3 

46.9 

35.7 

26.8 

24.8 

22.9 

21.2 

22.8 

19.3 

15.8 

16.6 

13.7 

9.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

支援物資が避難所に確実に届く

体制づくり

津波からの避難場所や避難路の

整備

住宅の耐震化の強化

体育館などの避難所の確保や運

営体制の充実

高齢者や障害者などの要配慮者

の方々を地域で支え合う仕組み

づくり

発災後の応急対策活動や住民生

活に必要となる燃料の確保対策

前方展開型による医療救護体制

の推進

自主防災組織など人のつながり

の強化

防災教育の強化

津波や浸水による被害を防ぐ防

潮堤などのハード整備

南海トラフ地震臨時情報が発表

された場合に備えた対策の推進

地震火災・津波火災対策の推進

その他

男性

女性
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【年代別】 

すべての年代で「支援物資が避難所に確実に届く体制づくり」が最も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

49.1 

47.2 

32.1 

26.4 

11.3 

20.8 

13.2 

22.6 

30.2 

9.4 

3.8 

11.3 

1.9 

46.4 

43.8 

32.0 

21.6 

18.0 

18.0 

12.9 

15.5 

20.6 

21.1 

11.3 

12.9 

2.6 

48.1 

38.4 

29.5 

25.0 

11.9 

24.6 

19.0 

15.7 

19.8 

22.4 

9.7 

7.8 

2.2 

51.8 

34.3 

28.8 

27.7 

16.9 

21.9 

18.8 

18.8 

17.5 

17.5 

12.5 

12.2 

1.4 

40.8 

36.6 

26.7 

26.1 

25.8 

19.2 

22.2 

16.5 

19.5 

16.5 

13.5 

9.9 

1.5 

47.1 

30.4 

24.9 

18.8 

32.5 

17.6 

25.5 

25.8 

15.2 

14.6 

15.8 

11.6 

2.1 

39.0 

28.8 

24.3 

24.9 

29.4 

20.9 

18.6 

25.4 

16.9 

15.8 

16.9 

11.9 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

支援物資が避難所に確実に届く

体制づくり

津波からの避難場所や避難路の

整備

住宅の耐震化の強化

体育館などの避難所の確保や運

営体制の充実

高齢者や障害者などの要配慮者

の方々を地域で支え合う仕組み

づくり

発災後の応急対策活動や住民生

活に必要となる燃料の確保対策

前方展開型による医療救護体制

の推進

自主防災組織など人のつながり

の強化

防災教育の強化

津波や浸水による被害を防ぐ防

潮堤などのハード整備

南海トラフ地震臨時情報が発表

された場合に備えた対策の推進

地震火災・津波火災対策の推進

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「日常生活を支える国道や県道等の整備」が 46.8％で 1位になっている。 

 次いで「他の地域とのつながりを強化する高速道路等の整備」が 29.3％、「既存インフラの維持管

理や老朽化対策」が 27.2％と続いている。 

 

【過去の調査との比較】 

今年度は、昨年度と同じく「日常生活を支える国道や県道等の整備」が１位になっており、「他の地

域とのつながりを強化する高速道路等の整備」が 1.6ポイント増加し、２位になっている。 

 

  

 

 

 

 

問５ 「インフラの充実と有効活用」について、県が行っている施策のうち特に力を入れるべきも

のは何ですか。（２つまで○印） 

46.8 

29.3 

27.2 

25.8 

23.4 

22.9 

11.9 

0.9 

41.7 

27.7 

31.8 

26.0 

27.9 

22.3 

12.1 

0.7 

44.3 

32.6 

28.8 

20.4 

22.9 

27.6 

12.9 

0.6 

47.5 

33.3 

29.9 

21.9 

19.3 

24.8 

14.8 

0.5 

42.0 

27.8 

18.5 

23.5 

23.5 

30.9 

18.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常生活を支える国道や県道等

の整備

他の地域とのつながりを強化す

る高速道路等の整備

既存インフラの維持管理や老朽

化対策

風水害に備えた海岸及び河川堤

防等の整備や土砂災害対策の推

進

南海トラフ地震の津波に備えた

海岸及び河川堤防等の整備

公共交通機関の維持確保

高速道路や空港、港湾等を活用

した物流対策

その他

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度
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【性別】 

男女とも「日常生活を支える国道や県道等の整備」が最も高く、次いで男性では「他の地域とのつ

ながりを強化する高速道路等の整備」が、女性では「風水害に備えた海岸及び河川堤防等の整備や土

砂災害対策の推進」が続いている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 

50.2 

32.8 

28.3 

24.1 

21.8 

19.3 

12.3 

1.0 

43.4 

26.1 

26.3 

27.5 

24.8 

26.4 

11.6 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活を支える国道や県道等

の整備

他の地域とのつながりを強化す

る高速道路等の整備

既存インフラの維持管理や老朽

化対策

風水害に備えた海岸及び河川堤

防等の整備や土砂災害対策の推

進

南海トラフ地震の津波に備えた

海岸及び河川堤防等の整備

公共交通機関の維持確保

高速道路や空港、港湾等を活用

した物流対策

その他

男性

女性
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【年代別】 

すべての年代で「日常生活を支える国道や県道等の整備」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

43.4 

30.2 

22.6 

18.9 

32.1 

32.1 

5.7 

3.8 

41.2 

33.5 

19.1 

22.7 

33.0 

22.7 

12.4 

0.5 

44.0 

35.1 

23.1 

23.5 

24.6 

21.6 

13.4 

0.7 

41.6 

35.5 

24.7 

27.1 

22.7 

22.7 

13.6 

0.6 

51.1 

25.2 

29.7 

25.8 

20.7 

22.8 

11.7 

1.8 

52.6 

26.4 

32.5 

28.6 

19.1 

22.8 

10.9 

0.6 

49.7 

16.9 

35.0 

27.1 

22.0 

23.7 

9.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活を支える国道や県道等

の整備

他の地域とのつながりを強化す

る高速道路等の整備

既存インフラの維持管理や老朽

化対策

風水害に備えた海岸及び河川堤

防等の整備や土砂災害対策の推

進

南海トラフ地震の津波に備えた

海岸及び河川堤防等の整備

公共交通機関の維持確保

高速道路や空港、港湾等を活用

した物流対策

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「買い物や通院のための移動手段の確保」が 47.5％で１位になっている。 

 次いで「地域での医療・介護の確保」が 41.1％、「地域で収入を得ることができる産業づくり」が

34.4％と続いている。 

 

【過去の調査との比較】 

今年度も、昨年度と同じく「買い物や通院のための移動手段の確保」が１位となっており、２位と

３位も同じ順位となっている。 

 

 

 

 
 

問６ 「中山間対策の充実・強化」について、県が行っている施策のうち特に力を入れるべきものは何で

すか。（２つまで○印） 

47.5 

41.1 

34.4 

21.4 

16.0 

15.0 

9.5 

4.8 

0.8 

45.8 

42.0 

37.2 

21.6 

17.5 

13.8 

8.0 

4.7 

0.7 

45.3 

45.1 

37.4 

21.8 

18.3 

14.4 

8.5 

0.7 

40.9 

44.6 

40.2 

19.7 

20.7 

14.5 

11.2 

0.7 

38.6 

41.3 

48.8 

15.5 

21.9 

15.0 

8.0 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物や通院のための移動手段

の確保

地域での医療・介護の確保

地域で収入を得ることができる

産業づくり

食料品や日用品などの確保

集落の維持・再生に向けた地域

の支え合いの仕組みづくり

移住促進等による地域活動など

の担い手の確保

鳥獣被害への対策

地域での教育の拠点となる高等

学校の確保

その他

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度
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【性別】 

男女とも「買い物や通院のための移動手段の確保」が最も高く、「地域での医療・介護の確保」、「地

域で収入を得ることができる産業づくり」が続いている。 

 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

 

42.2 

37.1 

36.3 

23.5 

17.9 

17.5 

10.4 

4.4 

1.0 

52.3 

45.1 

32.7 

19.2 

14.2 

12.7 

8.7 

5.1 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物や通院のための移動手段

の確保

地域での医療・介護の確保

地域で収入を得ることができる

産業づくり

食料品や日用品などの確保

集落の維持・再生に向けた地域

の支え合いの仕組みづくり

移住促進等による地域活動など

の担い手の確保

鳥獣被害への対策

地域での教育の拠点となる高等

学校の確保

その他

男性

女性
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【年代別】 

すべての年代で「買い物や通院のための移動手段の確保」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

 

45.3 

39.6 

26.4 

32.1 

9.4 

18.9 

9.4 

9.4 

3.8 

55.7 

39.7 

29.9 

24.2 

10.8 

14.4 

3.1 

7.7 

1.0 

41.0 

39.2 

39.2 

25.0 

13.8 

17.2 

6.0 

6.0 

0.7 

46.3 

44.9 

36.6 

22.4 

11.1 

15.5 

8.0 

5.5 

0.8 

45.0 

42.3 

38.1 

22.2 

16.5 

13.5 

9.3 

3.9 

0.3 

50.8 

41.9 

33.7 

11.9 

24.0 

14.0 

13.1 

3.0 

0.9 

49.7 

35.0 

24.3 

23.7 

20.9 

14.7 

18.1 

2.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物や通院のための移動手段

の確保

地域での医療・介護の確保

地域で収入を得ることができる

産業づくり

食料品や日用品などの確保

集落の維持・再生に向けた地域

の支え合いの仕組みづくり

移住促進等による地域活動など

の担い手の確保

鳥獣被害への対策

地域での教育の拠点となる高等

学校の確保

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

-25-



  

  

【総合】 「子育てや教育にかかる経済的な負担の軽減」が 45.3％で１位になっている。 

 次いで「安心して妊娠・出産できる環境の整備」が 29.0％、「仕事と育児・介護などの家庭生活の

両立に理解がある職場づくり」が 26.9％と続いている。 

 

【過去の調査との比較】 

今年度も、「子育てや教育にかかる経済的な負担の軽減」が昨年度から 4.4ポイント増加し１位にな

っている。 

 

 

 

 
 

 

問７ 「少子化対策の充実・強化と女性の活躍の場の拡大」について、県が行っている施策のうち特に

力を入れるべきものは何ですか。（２つまで○印） 

45.3 

29.0 

26.9 

22.6 

21.4 

17.6 

17.4 

8.4 

1.0 

40.9 

31.6 

30.7 

22.1 

21.9 

17.0 

20.7 

6.1 

0.4 

45.6 

29.7 

29.2 

22.3 

23.3 

17.0 

19.7 

6.3 

0.8 

44.0 

29.6 

26.6 

25.1 

23.9 

18.6 

19.6 

5.3 

0.8 

47.5 

35.0 

39.3 

17.0 

15.8 

9.6 

6.8 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てや教育にかかる経済的な

負担の軽減

安心して妊娠・出産できる環境

の整備

仕事と育児・介護などの家庭生

活の両立に理解がある職場づく

り

子どもの預け先の確保など子育

て支援サービスの充実

地域や職場など社会全体で結婚

や子育てを応援する機運の醸成

出会いや結婚への支援を希望す

る独身者への出会いの機会の創

出

いったん子育て等に専念して

も、希望すれば再就職できるた

めの支援

家事・育児の分担など家庭にお

ける男女共同参画の推進

その他

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度
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【性別】 

男女とも「子育てや教育にかかる経済的な負担の軽減」が最も高くなっている。次いで男性では「安

心して妊娠・出産できる環境の整備」、「地域や職場など社会全体で結婚や子育てを応援する機運の醸

成」が、女性では「仕事と育児・介護などの家庭生活の両立に理解がある職場づくり」、「安心して妊

娠・出産できる環境の整備」が続いている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 

49.5 

29.0 

20.2 

20.8 

23.2 

21.7 

15.8 

7.8 

1.3 

41.5 

29.2 

33.4 

24.4 

19.8 

13.4 

18.9 

9.2 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てや教育にかかる経済的な

負担の軽減

安心して妊娠・出産できる環境

の整備

仕事と育児・介護などの家庭生

活の両立に理解がある職場づく

り

子どもの預け先の確保など子育

て支援サービスの充実

地域や職場など社会全体で結婚

や子育てを応援する機運の醸成

出会いや結婚への支援を希望す

る独身者への出会いの機会の創

出

いったん子育て等に専念して

も、希望すれば再就職できるた

めの支援

家事・育児の分担など家庭にお

ける男女共同参画の推進

その他

男性

女性
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【年代別】 

すべての年代で「子育てや教育にかかる経済的な負担の軽減」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 
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30.2 

22.6 

22.6 

15.1 
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41.4 
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22.2 
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18.8 
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33.9 

26.0 
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23.2 
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15.3 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子育てや教育にかかる経済的な

負担の軽減

安心して妊娠・出産できる環境

の整備

仕事と育児・介護などの家庭生

活の両立に理解がある職場づく

り

子どもの預け先の確保など子育

て支援サービスの充実

地域や職場など社会全体で結婚

や子育てを応援する機運の醸成

出会いや結婚への支援を希望す

る独身者への出会いの機会の創

出

いったん子育て等に専念して

も、希望すれば再就職できるた

めの支援

家事・育児の分担など家庭にお

ける男女共同参画の推進

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「文化芸術を鑑賞・体験できる機会の充実」が 47.1％で１位になっている。 

 次いで「高知固有の文化の継承や活用」が 36.0％、「ホール・劇場、美術館、博物館等の文化施設

の充実」が 34.0％と続いている。 

 

【過去の調査との比較】 

今年度も、昨年度と同じく「文化芸術を鑑賞・体験できる機会の充実」が１位となっており、２位

と３位も同じ順位となっている。 

 

 

 

 

 

問８ 文化芸術の振興について、特に力を入れるべきものは何ですか。（２つまで○印） 

47.1 

36.0 

34.0 

25.3 

22.4 

10.8 

0.8 

49.0 

35.6 

32.9 

28.8 

22.3 

9.2 

0.8 

46.8 

36.7 

36.8 

26.6 

21.9 

9.1 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

文化芸術を鑑賞・体験できる機

会の充実

高知固有の文化の継承や活用

ホール・劇場、美術館、博物館

等の文化施設の充実

文化芸術活動を支える人材の育

成

文化芸術に関するイベント等の

情報発信

文化芸術活動を発表する機会の

拡充

その他

令和元年度

平成30年度

平成29年度
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【性別】 

男女とも「文化芸術を鑑賞・体験できる機会の充実」が最も高くなっており、次いで男性では「高

知固有の文化の継承や活用」、「ホール・劇場、美術館、博物館等の文化施設の充実」が、女性では「ホ

ール・劇場、美術館、博物館等の文化施設の充実」、「高知固有の文化の継承や活用」が続いている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

45.9 

38.2 

30.3 

26.8 

21.6 

12.8 

0.6 

48.5 

34.1 

37.4 

23.6 

23.2 

8.9 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

文化芸術を鑑賞・体験できる機

会の充実

高知固有の文化の継承や活用

ホール・劇場、美術館、博物館

等の文化施設の充実

文化芸術活動を支える人材の育

成

文化芸術に関するイベント等の

情報発信

文化芸術活動を発表する機会の

拡充

その他

男性

女性
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【年代別】 

すべての年代で「文化芸術を鑑賞・体験できる機会の充実」が、10歳代ではこれと同率で「高知固

有の文化の継承や活用」が最も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

41.5 

41.5 

35.8 

22.6 

24.5 

11.3 

3.8 

46.9 

33.5 

42.8 

17.5 

22.2 

9.3 

0.5 

45.1 

34.7 

33.2 

22.8 

22.8 

14.9 

0.7 

54.8 

32.1 

31.6 

23.5 

23.3 

10.2 

1.1 

46.5 

35.4 

37.2 

25.2 

21.3 

9.3 

0.6 

45.3 

41.0 

30.7 

32.8 

22.8 

9.7 

0.3 

41.2 

39.0 

29.9 

27.7 

21.5 

11.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

文化芸術を鑑賞・体験できる機

会の充実

高知固有の文化の継承や活用

ホール・劇場、美術館、博物館

等の文化施設の充実

文化芸術活動を支える人材の育

成

文化芸術に関するイベント等の

情報発信

文化芸術活動を発表する機会の

拡充

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「誰もが地域でスポーツに参加できるための環境づくり」が 53.7％で 1位になっている。 

 次いで「スポーツ施設・設備の充実」が 50.6％、「選手や指導者の育成による競技力の向上」が 35.4％

と続いている。 

 

【過去の調査との比較】 

 今年度も、昨年度と同じく「誰もが地域でスポーツに参加できるための環境づくり」が１位となっ

ており、２位と３位も同じ順位となっている。 

 

 

 

 

 

 

問９ スポーツの振興について、特に力を入れるべきものは何ですか。（２つまで○印） 

53.7 

50.6 

35.4 

28.2 

1.3 

59.5 

48.8 

36.2 

27.4 

1.3 

51.8 

46.1 

51.3 

24.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

誰もが地域でスポーツに参加で

きるための環境づくり

スポーツ施設・設備の充実

選手や指導者の育成による競技

力の向上

スポーツを通じた交流人口の拡

大

その他

令和元年度

平成30年度

平成29年度
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【性別】 

 男女とも「誰もが地域でスポーツに参加できるための環境づくり」が最も高く、次いで「スポーツ

施設・設備の充実」、「選手や指導者の育成による競技力の向上」となっている。 

 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

53.5 

50.0 

35.8 

30.3 

1.4 

54.0 

51.3 

35.1 

26.3 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

誰もが地域でスポーツに参加で

きるための環境づくり

スポーツ施設・設備の充実

選手や指導者の育成による競技

力の向上

スポーツを通じた交流人口の拡

大

その他

男性

女性
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【年代別】 

10 歳代、20 歳代、40 歳代では「スポーツ施設・設備の充実」が、30 歳代、50 歳代、60 歳代、70

歳以上では「誰もが地域でスポーツに参加できるための環境づくり」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

50.9 

52.8 

34.0 

22.6 

5.7 

46.9 

56.7 

30.9 

28.9 

1.5 

57.5 

43.7 

31.0 

32.1 

2.6 

44.9 

58.2 

39.9 

25.2 

0.8 

55.0 

48.6 

40.2 

27.0 

0.6 

60.5 

46.8 

34.7 

31.0 

0.9 

59.9 

50.3 

31.1 

26.0 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

誰もが地域でスポーツに参加で

きるための環境づくり

スポーツ施設・設備の充実

選手や指導者の育成による競技

力の向上

スポーツを通じた交流人口の拡

大

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「経済の活性化」が 55.9％で１位になっている。 

 次いで「南海トラフ地震対策の抜本強化・加速化」が 31.5％、「教育の充実と子育て支援」が 30.6％

と続いている。 

 

【過去の調査との比較】 

今年度も、昨年度と同じく「経済の活性化」が１位となっており、２位と３位も同じ順位となって

いる。 

 

 

 

 

 

問 10 県が行っている８つの政策のうち、より一層力を入れて取り組むべきだと考えるものは何

ですか。（２つまで○印） 

63.0

56.3 56.3
57.0

55.9

27.6

33.8

34.0

36.5

31.536.3

35.7

33.4

32.8

30.6
27.9

23.7

26.0
24.7

24.6

16.6

20.4

18.2

17.0
17.8

11.1
13.2

12.4

14.2 14.8

4.7 6.1
6.0 6.4

8.8

2.9 3.1
3.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

経済の活性化

南海トラフ地震対策の

抜本強化・加速化

教育の充実と子育て支援

少子化対策の充実・強化

と女性の活躍の場の拡大

中山間対策の充実・強化

インフラの充実と有効活用

日本一の健康長寿県づくり

文化芸術とスポーツの振興

-35-



  

【性別】 

男女とも「経済の活性化」が最も高くなっている。次いで男性では「教育の充実と子育て支援」、「南

海トラフ地震対策の抜本強化・加速化」が、女性では「南海トラフ地震対策の抜本強化・加速化」、「教

育の充実と子育て支援」が続いている。 

 

 

 

 

《 性 別 》 

 

 

56.4 

27.9 

30.1 

24.8 

18.5 

18.9 

8.8 

3.8 

55.5 

35.1 

31.1 

24.3 

17.2 

11.0 

8.8 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経済の活性化

南海トラフ地震対策の抜本強

化・加速化

教育の充実と子育て支援

少子化対策の充実・強化と女

性の活躍の場の拡大

中山間対策の充実・強化

インフラの充実と有効活用

日本一の健康長寿県づくり

文化芸術とスポーツの振興

男性

女性
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【年代別】 

すべての年代で「経済の活性化」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

47.2 

39.6 

26.4 

24.5 

20.8 

11.3 

5.7 

9.4 

50.5 

40.7 

30.4 

26.8 

10.8 

15.5 

7.2 

4.1 

58.6 

31.3 

31.7 

25.7 

16.0 

13.8 

7.1 

3.4 

55.7 

34.9 

35.2 

22.2 

16.1 

15.2 

6.6 

3.9 

58.3 

28.5 

27.0 

20.7 

19.2 

17.7 

9.6 

4.5 

58.4 

26.7 

30.1 

27.4 

23.4 

14.3 

9.1 

2.7 

52.0 

27.7 

28.2 

27.7 

18.1 

11.3 

16.4 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

経済の活性化

南海トラフ地震対策の抜本強

化・加速化

教育の充実と子育て支援

少子化対策の充実・強化と女

性の活躍の場の拡大

中山間対策の充実・強化

インフラの充実と有効活用

日本一の健康長寿県づくり

文化芸術とスポーツの振興

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「わからない」が 10.5％となっており、より一層の周知の工夫が必要である。 

 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波で浸水が予測さ

れる地域である

36.6%

津波で浸水が予測さ

れる地域ではない

51.5％

わからない

10.5%

無回答

1.5%

回答数

1,718人

問 12 あなたのお宅は津波で浸水が予測される地域ですか。（１つだけ〇印） 

 [２] 南海トラフ地震対策について 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

70歳以上では「わからない」が他の年代と比べると高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

 

 

36.6 

38.7 

34.7 

45.3 

37.1 

32.1 

34.1 

38.7 

41.6 

31.6 

76.2 

18.2 

51.5 

51.0 

51.8 

39.6 

50.5 

57.1 

54.6 

53.5 

45.6 

48.6 

15.8 

68.8 

10.5 

9.3 

11.7 

13.2 

11.3 

9.0 

10.5 

6.9 

11.6 

15.8 

7.1 

11.8 

1.5 

1.1 

1.8 

1.9 

1.0 

1.9 

0.8 

0.9 

1.2 

4.0 

0.9 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

津波で浸水が予測される地域である 津波で浸水が予測される地域ではない わからない 無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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【総合】 「揺れがおさまった後、すぐに」が 68.6％で１位になっている。 

 次いで「津波警報が出たら」が 12.6％、「市町村から避難の呼びかけがあったら」が 9.0％と続いて

いる。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

揺れがおさ

まった後、

すぐに

68.6%

津波警報

が出たら

12.6%

市町村から避難の呼

びかけがあったら

9.0%

周りの人が避

難したら

5.1%

避難しない

2.3%
無回答

2.4%

回答数

1,718人

問 13 あなたが津波の浸水が予測される地域にいるときに、今まで経験したことがないような大きな

揺れに襲われ、その揺れが１分以上続いたとします。あなたはいつ避難しますか。 

（１つだけ○印） 

-40-



 

  

【性別】 

男女とも「揺れがおさまった後、すぐに」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

すべての年代で「揺れがおさまった後、すぐに」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

   
 

68.6 

70.0 

67.3 

83.0 

72.2 

68.3 

69.8 

70.3 

66.9 

57.6 

72.7 

67.6 

12.6 

12.5 

12.5 

5.7 

12.9 

13.1 

12.7 

11.7 

14.3 

11.9 

11.5 

13.0 

9.0 

8.0 

10.1 

1.9 
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6.7 

8.9 

9.6 

10.6 

15.3 

8.0 

9.3 

5.1 

5.0 

5.1 

7.5 

6.2 

7.1 

4.7 

3.6 

4.0 

6.2 

4.3 

5.3 

2.3 

2.0 

2.5 

1.5 

1.9 

2.2 

2.4 

2.1 

4.5 

2.2 

2.2 

2.4

2.4

2.5

1.9 

2.1 

3.0 

1.7 

2.4 

2.1 

4.5 

1.3

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

揺れがおさまった後、すぐに 津波警報が出たら

市町村から避難の呼びかけがあったら 周りの人が避難したら

避難しない 無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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「あなたのお宅は津波で浸水が予測される地域ですか。」という質問への回答に対し、「あなたはい

つ避難しますか。」について見てみると、「わからない」では「揺れがおさまった後、すぐに」が低く、

「津波警報が出たら」、「市町村から避難の呼びかけがあったら」、「周りの人が避難したら」、「避難し

ない」が高くなっている。 

 

 

《問 12×問 13のクロス分析》 

(単位：％) 

 問 13 

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
、
す
ぐ
に 

津
波
警
報
が
出
た
ら 

市
町
村
か
ら
避
難
の
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
ら 

周
り
の
人
が
避
難
し
た
ら 

避
難
し
な
い 

問

12 

津波で浸水が予測される

地域である 
      71.7        13.7         7.5         4.0         2.7  

津波で浸水が予測される

地域ではない 
      71.6        10.7         9.0         4.8         1.7  

わからない       51.4        18.8        14.4        11.6         3.3    
 

  

【問 12×問 13のクロス分析】 
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【総合】 「固定が必要な家具や家電などがあるが固定していない」が 57.6％で１位になっている。 

 次いで「固定している」が 18.2％、「固定が必要な家具などを、寝室(子ども部屋を含む)やリビン

グルームなどの居室内に置いていないため、固定の必要がない」が 14.9％と続いている。 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固定している

18.2% 寝室（子ども部屋を

含む）だけは固定し

ている

7.6%

固定が必要な家具や

家電などがあるが固

定していない

57.6%

固定が必要な家具な

どを、寝室（子ども

部屋を含む）やリビ

ングルームなどの居

室内に置いていない

ため、固定の必要が

ない

14.9%

無回答

1.7%

回答数

1,718人

問 14 あなたのお宅では、固定が必要な家具や家電などを固定していますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

すべての年代で「固定が必要な家具や家電などがあるが固定していない」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 
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16.6 

19.8 
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16.9 

20.7 

18.8 

16.9 
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8.2 

7.5 

57.6 

59.2 

55.7 

56.6 

62.4 

56.3 

57.6 

58.9 

58.1 

50.8 

61.9 

55.7 

14.9 

14.6 

15.3 

11.3 

12.4 

20.5 

15.8 

10.2 

14.0 

19.2 

12.8 

16.1 

1.7

1.1

2.4

1.9 

1.5 

1.9 

0.8 

1.5 

1.5 

4.5 

0.9 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

固定している

寝室（子ども部屋を含む）だけは固定している

固定が必要な家具や家電などがあるが固定していない

固定が必要な家具などを、寝室（子ども部屋を含む）やリビングルームなどの居室内に置いていないため、固

定の必要がない

無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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【総合】 「関わりたいが、やり方がわからない」が 29.4％で１位になっている。 

 次いで「わからない」が 22.5％、「できれば関わりたくない」が 19.8％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関わりたい

19.1%

関わりたい

が、やり方が

わからない

29.4%

できれば関わ

りたくない

19.8%

関わりたくない

7.3%

わからない

22.5%

無回答

1.9%

回答数

1,718人

問 15 あなたは、食事の提供や物資の受入・配布、高齢者の生活支援など、避難所の開設や運営に関

わろうと思いますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

男女とも「関わりたいが、やり方がわからない」が最も高く、次いで男性が「できれば関わりたく

ない」が、女性が「わからない」が続いている。 

 

【年代別】 

70歳以上を除くすべての年代で「関わりたいが、やり方がわからない」が、70歳以上は「わからな

い」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

19.1 

19.6 

18.8 

20.8 

17.5 

15.7 

19.7 

22.2 

22.2 

13.0 

21.9 

18.1 

29.4 

28.4 

30.4 

39.6 

31.4 

35.1 

30.5 

29.4 

26.7 

18.6 

31.6 

28.6 

19.8 

20.8 

18.8 

9.4 

23.7 

17.9 

19.9 

18.3 

20.4 

22.6 

17.5 

20.9 

7.3 

9.8 

4.9 

5.7 

5.2 

8.6 

6.1 

6.9 

6.1 

13.6 

8.0 

7.2 

22.5 

19.9 

24.8 

24.5 

21.1 

21.3 

22.4 

21.3 

22.8 

27.1 

19.5 

23.8 

1.9

1.6

2.3

1.0 

1.5 

1.4 

1.8 

1.8 

5.1 

1.5 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

関わりたい 関わりたいが、やり方がわからない

できれば関わりたくない 関わりたくない

わからない 無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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【総合】 「１日～２日分を備蓄している」が 41.3％で１位になっている。 

 次いで「備蓄していない」が 30.6％、「３日～６日分を備蓄している」が 23.0％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日～２日

分を備蓄し

ている

41.3%

３日～６日分を備蓄

している

23.0%

７日分以上を

備蓄している

3.8%

備蓄していない

30.6%

無回答

1.3%

回答数

1,718人

問 16 あなたのお宅では南海トラフ地震に備え、食料を備蓄していますか。備蓄には、日常に使用で

きる食品を少し多く買い置きすることも含みます。（１つだけ〇印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

70歳以上を除くすべての年代で「１日～２日分を備蓄している」が、70歳以上では「備蓄していな

い」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

 

 

 

41.3 

37.2 

45.2 

39.6 

39.7 

43.7 

40.4 

45.3 

43.5 

29.4 

43.3 

40.8 

23.0 

23.5 

22.7 

17.0 

19.1 

19.0 

24.9 

23.1 

24.0 

29.4 

23.8 

22.8 

3.8 

4.8 

3.0 

9.4 

2.6 

3.7 

3.6 

3.3 

3.6 

5.6 

3.2 

4.3 

30.6 

33.4 

27.6 

34.0 

37.1 

32.5 

29.9 

27.6 

27.7 

31.6 

28.8 

31.2 

1.3 

1.1 

1.6 

1.5 

1.1 

1.1 

0.6 

1.2 

4.0 

0.9 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

１日～２日分を備蓄している ３日～６日分を備蓄している ７日分以上を備蓄している

備蓄していない 無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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【総合】 「１日～２日分を備蓄している」が 37.9％で１位になっている。 

 次いで「備蓄していない」が 35.9％、「３日～６日分を備蓄している」が 20.7％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日～２日

分を備蓄し

ている

37.9%

３日～６日分を

備蓄している

20.7%

７日分以上を

備蓄している

4.4%

備蓄していない

35.9%

無回答

1.2%

回答数

1,718人

問 17 あなたのお宅では南海トラフ地震に備え、飲料水を備蓄していますか。（１つだけ〇印） 
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【性別】 

男性は「備蓄していない」が、女性は「１日～２日分を備蓄している」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

10歳代は同率で「１日～２日分を備蓄している」と「備蓄していない」が、20歳代では「備蓄して

いない」が、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代、70歳以上では「１日～２日分を備蓄している」が

最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

 

37.9 

33.4 

42.3 

35.8 

39.2 

38.4 

37.1 

40.2 

37.7 

33.9 

40.0 

37.5 

20.7 

22.8 

18.8 

22.6 

14.9 

19.0 

21.9 

17.1 

25.8 

23.7 

21.0 

20.7 

4.4 

4.9 

3.9 

5.7 

3.1 

3.4 

4.4 

6.0 

2.7 

6.8 

4.1 

4.5 

35.9 

37.8 

33.8 

35.8 

41.8 

38.1 

35.5 

35.7 

33.4 

31.6 

34.0 

36.6 

1.2 

1.1 

1.3 

1.0 

1.1 

1.1 

0.9 

0.3 

4.0 

0.9 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

１日～２日分を備蓄している ３日～６日分を備蓄している ７日分以上を備蓄している

備蓄していない 無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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【総合】 「残量が４分の１程度になった時」が 38.0％で１位になっている。 

 次いで「残量がほとんど無くなった時」が 28.7％、「残量が半分くらいになった時」が 20.9％と続

いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残量が半分

くらいに

なった時

20.9%

残量が４分の１

程度になった時

38.0%

残量がほと

んど無く

なった時

28.7%

車を運転しないので

給油する機会がない

11.0%

無回答

1.4%

回答数

1,718人

問18 普段、車に給油するためにガソリンスタンドに行くのは、燃料タンクの残量がどれくらいに

なった時ですか。（１つだけ〇印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

10歳代では「車を運転しないので給油する機会がない」が、20歳代では同率で「残量が４分の１程

度になった時」と「残量がほとんど無くなった時」が、30歳代、50歳代、60歳代、70歳以上では「残

量が４分の１程度になった時」が、40歳代では「残量がほとんど無くなった時」が最も高くなってい

る。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

20.9 

19.3 

22.5 

7.5 

16.0 

17.2 

17.7 

26.4 

25.5 

23.7 

21.0 

21.0 

38.0 

42.7 

33.5 

26.4 

32.5 

37.3 

36.6 

39.3 

44.7 

36.2 

39.0 

37.7 

28.7 

29.4 

27.9 

13.2 

32.5 

36.9 

38.5 

27.0 

20.1 

16.4 

29.2 

28.8 

11.0 

7.0 

14.8 

52.8 

18.0 

7.1 

6.1 

6.6 

8.8 

19.2 

9.7 

11.5 

1.4 

1.6 

1.3 

1.0 

1.5 

1.1 

0.6 

0.9 

4.5 

1.1 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

残量が半分くらいになった時 残量が４分の１程度になった時

残量がほとんど無くなった時 車を運転しないので給油する機会がない

無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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【総合】 「満タンにする」が 77.3％で１位になっている。 

 次いで「満タンにせずに、一定の金額分を入れる」が 16.4％、「満タンにせずに、一定の量を入れ

る」が 6.0％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満タンにする

77.3%

満タンにせず

に、一定の量を

入れる

6.0%

満タンにせず

に、一定の金額

分を入れる

16.4%

無回答

0.2%

回答数

1,505人

副問１（問 18で「１ 残量が半分くらいになった時」・「２ 残量が４分の１程度になった時」・

「３ 残量がほとんどなくなった時」を選んだ方のみお答えください。）  

普段、ガソリンスタンドで車に給油する時は、どれくらいの量を入れますか。 

（１つだけ○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

すべての年代で「満タンにする」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

77.3 

78.6 

76.6 

60.0 

76.4 

71.0 

74.0 

79.3 

82.2 

86.7 

76.5 

78.1 

6.0 

7.7 

4.1 

16.0 

5.1 

7.8 

5.1 

8.1 

4.4 

3.0 

7.1 

5.4 

16.4 

13.4 

19.2 

24.0 

18.5 

21.2 

20.6 

12.3 

13.1 

10.4 

16.5 

16.2 

0.2 

0.3 

0.1 

0.3 

0.3 

0.3 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,505)

男性(n=766)

女性(n=734)

10歳代(n=25)

20歳代(n=157)

30歳代(n=245)

40歳代(n=335)

50歳代(n=309)

60歳代(n=297)

70歳以上(n=135)

沿岸部(n=480)

非沿岸部(n=1,002)

満タンにする 満タンにせずに、一定の量を入れる

満タンにせずに、一定の金額分を入れる 無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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【総合】 「設置していない」が 40.2％で１位になっている。 

 次いで「設置している」が 29.7％、「わからない」が 28.7％と続いている。 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置している

29.7%

設置していない

40.2%

わからない

28.7%

無回答

1.4%

回答数

1,718人

問19 ご自宅に感震ブレーカー（地震を感知すると自動的にブレーカーを落として電気を止める装

置）を設置していますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

男女とも「設置していない」が最も高く、次いで男性は「設置している」が、女性は「わからない」

が続いている。 

 

【年代別】 

10歳代、20歳代、30歳代では「わからない」が、40歳代、50歳代、60歳代では「設置していない」

が、70歳以上では「設置している」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

 

 

29.7 

30.0 

29.6 

20.8 

24.7 

23.1 

28.8 

29.7 

34.7 

40.7 

31.2 

29.4 

40.2 

44.4 

36.4 

22.6 

30.4 

36.2 

42.9 

44.4 

47.1 

35.6 

40.9 

40.3 

28.7 

24.6 

32.3 

56.6 

43.3 

39.2 

26.9 

24.9 

17.3 

20.3 

27.0 

29.2 

1.4 

1.1 

1.7 

1.5 

1.5 

1.4 

0.9 

0.9 

3.4 

0.9 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

設置している 設置していない わからない 無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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副問１（問 19で「２ 設置していない」を選んだ方のみお答えください。） 

感震ブレーカーを設置していないのは、どのような理由からですか。 

（当てはまるものすべてに○印） 

 

【総合】 「感電ブレーカーのことを知らなかったため」が 49.8％で１位になっている。 

 次いで「費用がかかる」が 21.1％、「設置の方法がわからない」が 19.2％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

49.8 

21.1 

19.2 

16.1 

11.9 

9.0 

6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

感震ブレーカーのことを知らな

かったため

費用がかかる

設置の方法がわからない

どこで売っているのかわからな

い

必要性を感じていない

手間がかかる

その他

回答者数：691人
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【性別】 

 男女とも「感電ブレーカーのことを知らなかったため」が最も高く、次いで男性は「費用がかかる」、

「設置の方法がわからない」、女性は「設置の方法がわからない」、「費用がかかる」が続いている。 

 

 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

45.2 

22.6 

16.4 

15.6 

14.8 

10.2 

7.3 

55.0 

19.2 

22.3 

16.7 

8.5 

7.5 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

感震ブレーカーのことを知らな

かったため

費用がかかる

設置の方法がわからない

どこで売っているのかわからな

い

必要性を感じていない

手間がかかる

その他

男性

女性

回答者数：691人
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【年代別】 

 すべての年代で「感電ブレーカーのことを知らなかったため」が最も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

 

 

 

41.7 

8.3 

16.7 

16.7 

8.3 

0.0

16.7 

55.9 

22.0 

20.3 

10.2 

6.8 

6.8 

1.7 

51.5 

21.6 

16.5 

17.5 

13.4 

14.4 

4.1 

48.4 

21.3 

19.4 

13.5 

12.9 

9.7 

6.5 

51.4 

25.7 

16.9 

16.2 

5.4 

10.1 

6.8 

48.4 

16.1 

18.7 

16.1 

14.2 

6.5 

8.4 

47.6 

23.8 

30.2 

23.8 

20.6 

6.3 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

感震ブレーカーのことを知らな

かったため

費用がかかる

設置の方法がわからない

どこで売っているのかわからな

い

必要性を感じていない

手間がかかる

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：691人
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《 沿 岸 部 別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.5 

22.7 

20.0 

15.5 

10.9 

9.5 

5.9 

49.9 

20.2 

19.1 

15.6 

11.7 

8.7 

6.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

感震ブレーカーのことを知らな

かったため

費用がかかる

設置の方法がわからない

どこで売っているのかわからな

い

必要性を感じていない

手間がかかる

その他

沿岸部

非沿岸部

回答者数：691人
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【地域の防災力について】 

 

【総合】 「参加した」が 39.2％で１位になっている。 

 次いで「訓練がなかった、またはあったかわからない」が 27.9％、「都合が合わず参加できなかっ

た」が 20.1％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加した

39.2%

都合が合わず参

加できなかった

20.1%

訓練がな

かった、ま

たはあった

かわからな

い

27.9%

参加しようと思わな

かった

11.2%

無回答

1.6%

回答数

1,718人

問20 過去１年間に地域や職場の地震に関する防災訓練に参加したことがありますか。 

（１つだけ○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

すべての年代で「参加した」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

 

39.2 

36.9 

41.6 

45.3 

36.6 

33.6 

40.2 

43.5 

42.6 

32.2 

41.4 

38.5 

20.1 

19.0 

21.1 

7.5 

19.1 

22.8 

20.8 

18.9 

20.7 

20.3 

23.8 

18.3 

27.9 

31.1 

24.8 

30.2 

28.4 

29.9 

29.9 

27.0 

22.5 

31.6 

22.1 

30.8 

11.2 

11.3 

10.9 

15.1 

14.4 

12.3 

8.3 

9.0 

13.1 

11.3 

11.3 

11.0 

1.6 

1.7 

1.6 

1.9 

1.5 

1.5 

0.8 

1.5 

1.2 

4.5 

1.3 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

参加した 都合が合わず参加できなかった

訓練がなかった、またはあったかわからない 参加しようと思わなかった

無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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問21 地域や職場の地震に関する防災訓練に、どうすれば参加する人が増えると思いますか。 

（２つまで○印） 

 

【総合】 「近所同士で声を掛け合って一緒に参加する」が 37.5％で１位になっている。 

 次いで「他のイベントと一緒に行う」が 32.2％、「訓練の回数を増やす、参加しやすい日に開催す

る」が 27.4％となっている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

37.5 

32.2 

27.4 

24.1 

20.9 

19.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%

近所同士で声を掛け合って一緒

に参加する

他のイベントと一緒に行う

訓練の回数を増やす、参加しや

すい日に開催する

参加賞（非常食など）を出す

参加を義務化する

パンフレットやチラシ、テレビ

ＣＭなどで訓練の広報を行う

その他

回答者数：1,718人
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【性別】 

 男女とも「総合」とほぼ同じ傾向になっている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

 

 

 

39.3 

29.7 

28.3 

22.1 

21.1 

21.4 

2.4 

35.8 

34.8 

26.5 

26.1 

20.8 

16.7 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近所同士で声を掛け合って一緒

に参加する

他のイベントと一緒に行う

訓練の回数を増やす、参加しや

すい日に開催する

参加賞（非常食など）を出す

参加を義務化する

パンフレットやチラシ、テレビ

ＣＭなどで訓練の広報を行う

その他

男性

女性

回答者数：1,718人
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【年代別】 

 10歳代、20歳代では「参加賞(非常食など)を出す」が、30歳代、40歳代では「他のイベントと一

緒に行う」が、50 歳代、60 歳代、70 歳以上では「近所同士で声を掛け合って一緒に参加する」が最

も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

 

26.4 

28.3 

30.2 

34.0 

20.8 

18.9 

1.9 

22.2 

35.1 

31.4 

37.6 

26.3 

19.1 

0.0 

23.9 

39.2 

31.0 

30.2 

23.9 

17.2 

1.5 

31.0 

38.0 

26.6 

26.3 

19.9 

17.7 

1.7 

36.3 

32.4 

26.1 

23.4 

20.4 

19.5 

2.7 

52.3 

25.8 

25.2 

16.7 

20.7 

20.1 

4.0 

66.1 

19.2 

24.9 

7.9 

13.6 

21.5 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

近所同士で声を掛け合って一緒

に参加する

他のイベントと一緒に行う

訓練の回数を増やす、参加しや

すい日に開催する

参加賞（非常食など）を出す

参加を義務化する

パンフレットやチラシ、テレビ

ＣＭなどで訓練の広報を行う

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1.718人
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《 沿 岸 部 別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.0 

28.8 

26.2 

26.0 

20.6 

19.1 

2.8 

35.1 

34.5 

28.2 

23.6 

21.2 

18.4 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近所同士で声を掛け合って一緒

に参加する

他のイベントと一緒に行う

訓練の回数を増やす、参加しや

すい日に開催する

参加賞（非常食など）を出す

参加を義務化する

パンフレットやチラシ、テレビ

ＣＭなどで訓練の広報を行う

その他

沿岸部

非沿岸部

回答者数：1,718人
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【総合】 「知らない」が 36.4％で１位になっている。 

 次いで「知っている」が 31.3％、「聞いたことはあるが、内容は知らない」が 31.0％と続いている。 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

31.3%

聞いたことはあ

るが、内容はよ

く知らない

31.0%

知らない

36.4%

無回答

1.3%

回答数

1,718人

問 22 「南海トラフ地震臨時情報」が発表されることについて、ご存じでしたか。 

（１つだけ○印）  
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【性別】 

男性では「知っている」が最も高く、「知らない」、「聞いたことはあるが、内容はよく知らない」が

続き、女性では「知らない」が最も高く、「聞いたことはあるが、内容はよく知らない」、「知っている」

が続いている。 

 

 

【年代別】 

10歳代、20歳代、30歳代、40歳代では「知らない」が、50歳代では「聞いたことはあるが、内容

はよく知らない」が、60歳代、70歳以上では「知っている」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 
 

 

 

31.3 

35.3 

27.6 

11.3 

25.8 

23.5 

24.1 

32.1 

41.0 

49.7 

31.6 

31.2 

31.0 

31.6 

30.2 

20.8 

29.9 

32.5 

30.5 

33.3 

32.8 

26.0 

34.4 

29.6 

36.4 

31.9 

40.8 

66.0 

43.3 

42.9 

44.3 

32.7 

25.5 

22.0 

33.5 

38.0 

1.3 

1.2 

1.4 

1.9 

1.0 

1.1 

1.1 

1.8 

0.6 

2.3 

0.6 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

知っている 聞いたことはあるが、内容はよく知らない 知らない 無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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【消防団について】 

 

【総合】 「入団していないし、今後も参加する予定はない」が 61.3％で１位になっている。 

 次いで「住んでいる地域に消防団があるかわからない」が 25.4％、「入団していないが、参加して

みたい」が 7.0％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入団し、積極的

に参加している

2.5%

入団し、時々

参加している

0.9%
入団している

が、あまり参

加していない

0.7%

入団していないが、

参加してみたい

7.0%

入団していないし、今後

も参加する予定はない

61.3%

住んでいる地域

に消防団がある

かわからない

25.4%

無回答

2.3%

回答数

1,718人

問23 お住まいの地域の消防団に入団していますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

すべての年代で「入団していないし、今後も参加する予定はない」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別・沿岸部別 》 

 

 

 

2.5 

3.9 

1.1 

1.9 

1.5 

2.6 

3.3 

3.6 

1.8 

1.1 

2.6 

2.5 

0.9 

1.6 

0.2 

1.0 

0.4 

1.1 

1.5 

0.6 

0.6 

0.9 

0.7 

0.7 

1.3 

0.1 

1.0 

1.9 

0.6 

0.3 

1.1 

0.9 

0.6 

7.0 

8.7 

5.4 

3.8 

5.7 

6.3 

7.2 

8.7 

8.5 

4.0 

8.2 

6.6 

61.3 

61.3 

61.2 

56.6 

60.8 

58.6 

58.7 

62.2 

65.7 

63.3 

63.8 

60.7 

25.4 

21.5 

29.1 

37.7 

28.4 

28.7 

27.4 

21.9 

20.4 

24.9 

21.6 

27.0 

2.3 

1.7 

2.9 

1.5 

1.5 

1.7 

1.8 

3.0 

5.1 

2.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

入団し、積極的に参加している 入団し、時々参加している

入団しているが、あまり参加していない 入団していないが、参加してみたい

入団していないし、今後も参加する予定はない 住んでいる地域に消防団があるかわからない

無回答

性
別

年
代
別

沿
岸
部
別
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問24 消防団に対し、どのようなイメージを持っていますか。（３つまで○印） 

 

【総合】 「地域に密着した防災活動をしてくれている」が 52.9％で１位になっている。 

 次いで「若い人が不足している」が 40.9％、「体力が必要」が 35.4％で続いている。 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

52.9 

40.9 

35.4 

33.4 

26.5 

20.4 

12.6 

9.2 

4.5 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域に密着した防災活動をして

くれている

若い人が不足している

体力が必要

地域を守る意識の高い人が参加

している

会社員は仕事があるので参加し

づらい

地元の人同士で和気あいあいと

活動している

土日に訓練等の活動があり、大

変

そもそも消防団とは何か知らな

い

規律が厳しい

その他

回答者数：1,718人
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【性別】 

 男女とも「地域に密着した防災活動をしてくれている」が最も高く、男性では「若い人が不足して

いる」、「地域を守る意識の高い人が参加している」が続き、女性では「若い人が不足している」、「体

力が必要」が続いている。 

 

《 性 別 》 

 

 

 

51.4 

42.0 

33.1 

33.3 

32.1 

20.2 

15.8 

7.6 

5.5 

2.4 

54.2 

39.9 

37.5 

33.4 

21.1 

20.7 

9.6 

10.6 

3.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域に密着した防災活動をして

くれている

若い人が不足している

体力が必要

地域を守る意識の高い人が参加

している

会社員は仕事があるので参加し

づらい

地元の人同士で和気あいあいと

活動している

土日に訓練等の活動があり、大

変

そもそも消防団とは何か知らな

い

規律が厳しい

その他

男性

女性

回答者数：1,718人
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【年代別】 

 10歳代では「体力が必要」が、20歳代では同率で「地域に密着した防災活動をしてくれている」と

「体力が必要」が、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代、70歳以上では「地域に密着した防災活動を

してくれている」が最も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

 

28.3 

37.7 

39.6 

24.5 

18.9 

15.1 

9.4 

26.4 

5.7 

0.0 

37.6 

34.5 

37.6 

28.9 

21.6 

20.1 

11.3 

19.1 

8.8 

1.5 

44.4 

32.5 

33.6 

33.2 

29.5 

24.3 

13.4 

12.3 

7.8 

2.2 

51.5 

39.6 

26.0 

33.2 

34.1 

24.4 

18.3 

6.9 

4.2 

2.8 

58.0 

41.7 

34.5 

33.6 

31.5 

22.2 

11.1 

6.0 

3.9 

1.2 

65.0 

49.2 

42.6 

35.0 

23.1 

16.4 

12.5 

5.5 

1.5 

2.1 

59.9 

46.9 

41.8 

37.9 

10.7 

12.4 

4.5 

6.2 

1.7 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域に密着した防災活動をして

くれている

若い人が不足している

体力が必要

地域を守る意識の高い人が参加

している

会社員は仕事があるので参加し

づらい

地元の人同士で和気あいあいと

活動している

土日に訓練等の活動があり、大

変

そもそも消防団とは何か知らな

い

規律が厳しい

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1.718人
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《 沿 岸 部 別 》 
 

 

 

 

 

 

 

 

54.6 

44.6 

36.1 

30.9 

27.9 

19.9 

11.2 

7.6 

3.5 

2.6 

52.4 

39.3 

35.0 

34.6 

26.2 

21.0 

13.5 

10.0 

4.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域に密着した防災活動をして

くれている

若い人が不足している

体力が必要

地域を守る意識の高い人が参加

している

会社員は仕事があるので参加し

づらい

地元の人同士で和気あいあいと

活動している

土日に訓練等の活動があり、大

変

そもそも消防団とは何か知らな

い

規律が厳しい

その他

沿岸部

非沿岸部

回答者数：1,718人
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問25 どうすれば消防団に興味を持ってもらえると思いますか。（２つまで○印） 

 

【総合】 「消防団の担っている役割の大切さや必要性をＰＲする」が 61.6％で１位になっている。 

 次いで「パンフレットやチラシ、テレビＣＭなどでもっと広報する」が 32.5％、「団員が知人を誘

って一緒に参加する」が 28.0％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

61.6 

32.5 

28.0 

22.1 

14.7 

2.3 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

消防団の担っている役割の大切

さや必要性をＰＲする

パンフレットやチラシ、テレビ

ＣＭなどでもっと広報する

団員が知人を誘って一緒に参加

する

団員になると、飲食店等で割引

などのサービスが受けられる制

度がある

訓練の回数を減らすなど、団員

の負担を軽減する

消防団は必要ない

その他

回答者数：1,718人
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

 

58.9 

32.1 

30.7 

22.6 

15.3 

2.9 

5.0 

64.2 

32.7 

25.6 

21.6 

14.1 

1.6 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

消防団の担っている役割の大切

さや必要性をＰＲする

パンフレットやチラシ、テレビ

ＣＭなどでもっと広報する

団員が知人を誘って一緒に参加

する

団員になると、飲食店等で割引

などのサービスが受けられる制

度がある

訓練の回数を減らすなど、団員

の負担を軽減する

消防団は必要ない

その他

男性

女性

回答者数：1,718人
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【年代別】 

 すべての年代で「消防団の担っている役割の大切さや必要性をＰＲする」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

 

 

47.2 

22.6 

30.2 

43.4 

11.3 

5.7 

0.0 

52.6 

30.9 

25.8 

35.6 

17.0 

3.1 

1.5 

56.7 

34.7 

23.5 

28.0 

13.8 

3.7 

3.4 

60.9 

28.5 

26.0 

21.6 

19.7 

1.4 

6.1 

64.6 

30.0 

28.8 

20.1 

14.7 

0.9 

4.8 

70.5 

37.1 

34.3 

13.4 

11.6 

2.4 

2.7 

62.1 

37.9 

27.7 

13.0 

9.6 

2.3 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

消防団の担っている役割の大切

さや必要性をＰＲする

パンフレットやチラシ、テレビ

ＣＭなどでもっと広報する

団員が知人を誘って一緒に参加

する

団員になると、飲食店等で割引

などのサービスが受けられる制

度がある

訓練の回数を減らすなど、団員

の負担を軽減する

消防団は必要ない

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1.718人
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《 沿 岸 部 別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.8 

30.1 

29.0 

22.3 

15.4 

2.2 

3.0 

61.5 

33.7 

27.8 

22.1 

14.3 

2.1 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

消防団の担っている役割の大切

さや必要性をＰＲする

パンフレットやチラシ、テレビ

ＣＭなどでもっと広報する

団員が知人を誘って一緒に参加

する

団員になると、飲食店等で割引

などのサービスが受けられる制

度がある

訓練の回数を減らすなど、団員

の負担を軽減する

消防団は必要ない

その他

沿岸部

非沿岸部

回答者数：1,718人
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【住宅の耐震化について】 

 

【総合】 「昭和 56年６月以降で平成 12年５月以前の木造住宅」が 22.7％で１位となっている。 

 次いで「昭和 56年５月以前の木造住宅」が 21.8％、「平成 12年６月以降の木造住宅」が 17.8％と

続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和56年５月以

前の木造住宅

21.8%

昭和56年６月

以降で平成12

年５月以前の

木造住宅

22.7%

平成12年６

月以降の木

造住宅

17.8%

昭和56年５月以前の

非木造住宅

4.1%

昭和56年６月以降

の非木造住宅

15.4%

わからない

16.3%

無回答

2.0%

回答数

1,718人

問 26 あなたのお住まい（持家、借家に関わらず）の建築年と構造をお答えください。増改築されて

いる場合は、主な部分の建築年としてください。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

【年代別】 

 10歳代、20歳代では「わからない」が、30歳代、40歳代では「平成 12年６月以降の木造住宅」が、

50歳代、70歳以上では「昭和 56年５月以前の木造住宅」が、60歳代では「昭和 56年６月以降で平

成 12年５月以前の木造住宅」が最も高くなっている。 

 

《 総合・性別・年代別・住まいの状況別・沿岸部別 》 

21.8 

22.7 

20.8 

11.3 

11.9 

15.7 

16.3 

24.9 

28.9 

36.2 

24.1

14.4

23.4 

21.0 

22.7 

23.2 

22.3 

13.2 

18.6 

18.7 

20.2 

21.9 

31.6 

26.0 

26.6

9.2

24.3 

22.2 

17.8 

16.6 

19.0 

18.9 

13.9 

22.4 

26.9 

17.7 

11.2 

8.5 

21.1

6.8

15.8 

19.1 

4.1 

4.2 

4.1 

3.6 

3.0 

4.7 

4.5 

4.3 

5.6 

3.4

6.8

3.7 

4.5 

15.4

16.2

14.6

18.9 

16.5 

16.4 

15.8 

17.1 

13.7 

10.7 

15.3

16.2

16.4 

14.9 

16.3

15.6

16.7

37.7 

33.0 

22.0 

13.9 

12.6 

7.9 

10.7 

7.9

44.2

15.2 

16.3 

2.0

1.6

2.4

2.6 

1.9 

2.2 

1.2 

2.4 

2.3 

1.5

2.4

1.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

持家（n=1,310）

借家（n=382)

沿岸部(n=538)

非沿岸部(n=1,145)

昭和56年５月以前の木造住宅 昭和56年６月以降で平成12年５月以前の木造住宅

平成12年６月以降の木造住宅 昭和56年５月以前の非木造住宅

昭和56年６月以降の非木造住宅 わからない

無回答

年
代
別

沿
岸
部
別

性
別

住
ま
い
の

状
況
別
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【総合】 「診断を受けたことはない」が 75.9％で１位となっている。 

 次いで「診断を受けた結果、耐震性がなく耐震改修が必要と診断された」が 21.1％、「診断を受け

た結果、耐震性があり耐震改修は必要ないと診断された」が 1.6％となっている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診断を受けた結

果、耐震性がな

く耐震改修が必

要と診断された

21.1%

診断を受けた

結果、耐震性

があり耐震改

修は必要ない

と診断された

1.6%

診断を受けたこ

とはない

75.9%

無回答

1.3%

回答数

374人

副問１（問 26で「１ 昭和 56年５月以前の木造住宅」を選んだ方のみお答えください。） 

専門家による耐震診断（地震の揺れに対する建物の強さの診断）を受けたことがありますか、 

また、その結果はどうでしたか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「診断を受けたことはない」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別・住まいの状況別・沿岸部別 》 

 

21.1 

18.9 

23.6 

33.3 

17.4 

21.4 

18.6 

15.7 

24.2 

25.0 

22.8 

10.9 

23.0 

20.3 

1.6 

2.1 

1.1 

2.4 

3.4 

1.2 

3.1 

1.3 

3.6 

0.8 

2.1 

75.9 

78.4 

73.1 

66.7 

82.6 

76.2 

76.3 

83.1 

74.7 

67.2 

74.7 

83.6 

73.8 

77.2 

1.3 

0.5 

2.2 

1.7 

1.1 

4.7 

1.3 

1.8 

2.4 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=374)

男性(n=190)

女性(n=182)

10歳代(n=6)

20歳代(n=23)

30歳代(n=42)

40歳代(n=59)

50歳代(n=83)

60歳代(n=95)

70歳以上(n=64)

持家（n=316)

借家（n=55)

沿岸部(n=126)

非沿岸部(n=241)

診断を受けた結果、耐震性がなく耐震改修が必要と診断された

診断を受けた結果、耐震性があり耐震改修は必要ないと診断された

診断を受けたことはない

無回答

年
代
別

沿
岸
部
別

性
別

住
ま
い
の

状
況
別
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【総合】 「耐震改修工事を行った」が 58.2％で１位となっている。 

 次いで「今後、耐震改修工事を行う、または、建て替える予定」と「耐震改修工事も建て替えも行

う予定はない」が同率の 15.2％で続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震改修

工事を

行った

58.2%

今後、耐震改修工事

を行う、または、建

て替える予定

15.2%

耐震改修工事も

建て替えも行う

予定はない

15.2%

検討中

10.1%

無回答

1.3%

回答数

79人

副問２（副問１で「１ 診断を受けた結果、耐震性がなく耐震改修が必要と診断された」を選んだ方 

のみお答えください。） 

耐震改修工事を行いましたか。また、建て替えなどを予定していますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

 10 歳代では同率で「耐震改修工事を行った」と「耐震改修工事も建て替えも行う予定はない」が、

20歳代では「耐震改修工事も建て替えも行う予定はない」が、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代、

70歳以上では「耐震改修工事を行った」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別・住まいの状況別・沿岸部別 》 

 

58.2 

47.2 

67.4 

50.0 

25.0 

66.7 

36.4 

53.8 

69.6 

62.5 

61.1 

33.3 

65.5 

55.1 

15.2 

16.7 

14.0 

25.0 

11.1 

27.3 

15.4 

13.0 

12.5 

15.3 

16.7 

10.3 

18.4 

15.2 

16.7 

14.0 

50.0 

50.0 

22.2 

18.2 

7.7 

8.7 

12.5 

12.5 

33.3 

17.2 

12.2 

10.1 

16.7 

4.7 

18.2 

23.1 

4.3 

12.5 

9.7 

16.7 

6.9 

12.2 

1.3 

2.8 

4.3 

1.4 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=79)

男性(n=36)

女性(n=43)

10歳代(n=2)

20歳代(n=4)

30歳代(n=9)

40歳代(n=11)

50歳代(n=13)

60歳代(n=23)

70歳以上(n=16)

持家（n=72)

借家(n=6)

沿岸部(n=29)

非沿岸部(n=49)

耐震改修工事を行った

今後、耐震改修工事を行う、または、建て替える予定

耐震改修工事も建て替えも行う予定はない

検討中

無回答

年
代
別

沿
岸
部
別

性
別

住
ま
い
の

状
況
別
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副問３（副問１で「３ 診断を受けたことはない」を選んだ方のみお答えください。） 

耐震診断を受けていないのは、どのような理由があるからですか。 

（当てはまるものすべてに○印） 

 

【総合】 「耐震診断の結果、耐震改修工事などが必要になっても費用が高額で出せない」が 41.5％

で１位になっている。 

 次いで「どんなに耐震化しても大地震(または大津波)にあえば被害は避けられないと思う」が

28.9％、「耐震診断の費用がかかる」が 27.8％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

41.5 

28.9 

27.8 

19.7 

16.5 

10.9 

9.5 

4.9 

3.9 

3.2 

13.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

耐震診断の結果、耐震改修工事

などが必要になっても費用が高

額で出せない

どんなに耐震化しても大地震

（または大津波）にあえば被害

は避けられないと思う

耐震診断の費用がかかる

申し込み手続きや部屋の片づ

けなど、手間がかかる

自宅が地震に弱いと思っている

ので受ける意味が無い

耐震診断のやり方がわからない

自分が生きている間に南海トラ

フ地震は起きないと思う

近いうちに建て替えるつもりで

ある

近いうちにリフォームする予定

で、その時に耐震診断をするつ

もりである

自宅が地震に強いと思っている

その他

回答者数：284人
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【性別】 

 男女とも「耐震診断の結果、耐震改修工事などが必要になっても費用が高額で出せない」が最も高

くなっている。次いで、男性では「耐震診断の費用がかかる」が、女性では「どんなに耐震化しても

大地震(または大津波)にあえば被害は避けられないと思う」が続いている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

 

38.9 

29.5 

30.2 

18.8 

15.4 

10.1 

10.1 

7.4 

3.4 

4.7 

10.1 

43.6 

28.6 

24.8 

20.3 

18.0 

11.3 

8.3 

2.3 

4.5 

1.5 

18.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

耐震診断の結果、耐震改修工事

などが必要になっても費用が高

額で出せない

どんなに耐震化しても大地震

（または大津波）にあえば被害

は避けられないと思う

耐震診断の費用がかかる

申し込み手続きや部屋の片づけ

など、手間がかかる

自宅が地震に弱いと思っている

ので受ける意味が無い

耐震診断のやり方がわからない

自分が生きている間に南海トラ

フ地震は起きないと思う

近いうちに建て替えるつもりで

ある

近いうちにリフォームする予定

で、その時に耐震診断をするつ

もりである

自宅が地震に強いと思っている

その他

男性

女性

回答者数：284人
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【年代別】 

 10歳代では「耐震診断の費用がかかる」が、20歳代、30歳代、40歳代、50歳代、60歳代では「耐

震診断の結果、耐震改修工事などが必要になっても費用が高額で出せない」が、70歳以上では同率で

「耐震診断の結果、耐震改修工事などが必要になっても費用が高額で出せない」と「どんなに耐震化

しても大地震(または大津波)にあえば被害は避けられないと思う」が最も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

25.0 

25.0 

75.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

36.8 

31.6 

26.3 

10.5 

10.5 

10.5 

0.0 

10.5 

5.3 

0.0 

21.1 

40.6 

12.5 

21.9 

25.0 

21.9 

3.1 

6.3 

3.1 

3.1 

3.1 

18.8 

40.0 

17.8 

37.8 

22.2 

20.0 

20.0 

4.4 

8.9 

2.2 

0.0 

17.8 

43.5 

34.8 

30.4 

20.3 

15.9 

8.7 

7.2 

5.8 

0.0 

0.0 

14.5 

47.9 

32.4 

28.2 

21.1 

19.7 

14.1 

9.9 

2.8 

9.9 

8.5 

9.9 

34.9 

34.9 

14.0 

11.6 

9.3 

7.0 

25.6 

2.3 

2.3 

4.7 

9.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

耐震診断の結果、耐震改修工事

などが必要になっても費用が高

額で出せない

どんなに耐震化しても大地震

（または大津波）にあえば被害

は避けられないと思う

耐震診断の費用がかかる

申し込み手続きや部屋の片づけ

など、手間がかかる

自宅が地震に弱いと思っている

ので受ける意味が無い

耐震診断のやり方がわからない

自分が生きている間に南海トラ

フ地震は起きないと思う

近いうちに建て替えるつもりで

ある

近いうちにリフォームする予定

で、その時に耐震診断をするつ

もりである

自宅が地震に強いと思っている

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：284人
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《 住まいの状況別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.0 

30.9 

31.4 

22.5 

17.4 

12.3 

10.6 

5.5 

4.7 

3.0 

7.6 

15.2 

17.4 

10.9 

4.3 

13.0 

4.3 

4.3 

0.0 

0.0 

4.3 

45.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

耐震診断の結果、耐震改修工事

などが必要になっても費用が高

額で出せない

どんなに耐震化しても大地震

（または大津波）にあえば被害

は避けられないと思う

耐震診断の費用がかかる

申し込み手続きや部屋の片づけ

など、手間がかかる

自宅が地震に弱いと思っている

ので受ける意味が無い

耐震診断のやり方がわからない

自分が生きている間に南海トラ

フ地震は起きないと思う

近いうちに建て替えるつもりで

ある

近いうちにリフォームする予定

で、その時に耐震診断をするつ

もりである

自宅が地震に強いと思っている

その他

持家

借家

回答者数：284人
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【総合】 「費用が高い」が 40.0％で１位となっている。 

 次いで「どんなに耐震化しても大地震(または大津波)にあえば被害は避けられないと思う」が

35.0％、同率で「申し込み手続きに手間がかかる」と「工事中の生活に支障が出る」が 10.0％と続い

ている。 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費用が高い

40.0%

申し込み手続き

に手間がかかる

10.0%
工事中の生活に

支障が出る

10.0%

どんなに耐震化しても

大地震（または大津

波）にあえば被害は避

けられないと思う

35.0%

その他

5.0%

回答数

20人

副問４（副問２で「３ 耐震改修工事も建て替えも行う予定はない」・「４ 検討中」を選んだ方のみ 

お答えください。） 

耐震改修工事などをしていないのはどのような理由からですか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男性は「どんなに耐震化しても大地震(または大津波)にあえば被害は避けられないと思う」が最も

高く、「費用が高い」、「申し込み手続きに手間がかかる」と続き、女性は「費用が高い」が最も高く、

「どんなに耐震化しても大地震(または大津波)にあえば被害は避けられないと思う」、「工事中の生活

に支障が出る」と続いている。 

 

【年代別】 

 10歳代、20歳代、50歳代、70歳以上では「費用が高い」が、30歳代、60歳代では「どんなに耐震

化しても大地震(または大津波)にあえば被害は避けられないと思う」が、40歳代では「工事中の生活

に支障が出る」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別・住まいの状況別・沿岸部別 》 

40.0 

33.3 

50.0 

100.0 

100.0 

50.0 

75.0 

50.0 

14.3 

58.3 

10.0 

16.7 

25.0 

33.3 

6.3 

33.3 

16.7 

10.0 

8.3 

12.5 

50.0 

6.3 

14.3 

35.0 

41.7 

25.0 

100.0 

25.0 

25.0 

66.7 

25.0 

31.3 

66.7 

71.4 

16.7 

5.0 

12.5 

25.0 

6.3 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=20)

男性(n=12)

女性(n=8)

10歳代(n=1)

20歳代(n=2)

30歳代(n=2)

40歳代(n=4)

50歳代(n=4)

60歳代(n=3)

70歳以上(n=4)

持家(n=16)

借家(n=3)

沿岸部(n=7)

非沿岸部(n=12)

費用が高い 申し込み手続きに手間がかかる

家の中に他人が入ってほしくない 工事中の生活に支障が出る

工事に伴う荷物の移動が面倒だ 信頼できる業者を知らない

どんなに耐震化しても大地震（または大津

波）にあえば被害は避けられないと思う

その他

無回答

年
代
別

沿
岸
部
別

性
別

住
ま
い
の

状
況
別
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【総合】 「知っている」が 55.8％で１位となっている。 

 次いで「知らない」が 20.3％、「既に利用した(利用中を含む)」が 3.4％と続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

55.8%

知らない

20.3%

既に利用した（利用

中を含む）

3.4%

無回答

20.5%

回答数

439人

副問５（各問から副問５へ誘導された方のみお答えください。） 

県や市町村が昭和 56年５月 31日以前に建築された住宅の耐震診断や耐震設計、耐震改修工事 

にかかった費用の一部を補助していますが、ご存じですか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

 10歳代を除くすべての年代で「知っている」が、10歳代では「知らない」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別・住まいの状況別・沿岸部別 》 

 

55.8 

56.1 

55.6 

16.7 

50.0 

52.0 

45.3 

61.2 

67.3 

50.7 

57.0 

51.3 

55.9 

56.2 

20.3 

22.4 

17.8 

50.0 

36.7 

20.0 

36.0 

15.3 

12.1 

12.7 

19.7 

23.8 

18.9 

21.0 

3.4 

2.7 

4.2 

0.0 

8.0 

2.0 

3.7 

7.0 

4.2 

5.6 

2.4 

20.5 

18.8 

22.4 

33.3 

13.3 

20.0 

18.7 

21.4 

16.8 

29.6 

19.1 

25.0 

19.6 

20.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=439)

男性(n=223)

女性(n=214)

10歳代(n=6)

20歳代(n=30)

30歳代(n=50)

40歳代(n=75)

50歳代(n=98)

60歳代(n=107)

70歳以上(n=71)

持家(n=356)

借家(n=80)

沿岸部(n=143)

非沿岸部(n=290)

知っている 知らない 既に利用した（利用中を含む） 無回答

年
代
別

沿
岸
部
別

性
別

住
ま
い
の

状
況
別
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副問６（副問５で「１ 知っている」・「３ 既に利用した（利用中を含む）」を選んだ方のみお答 

えください。） 

どのようにしてこの補助制度を知りましたか。（当てはまるものすべてに○印） 

 

【総合】 「新聞、広告、広報誌」が 45.8％で１位になっている。 

 次いで「テレビ、ラジオ」が 35.8％、「市町村役場、工務店、設計事務所等の職員から聞いて」が

30.0％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

45.8 

35.8 

30.0 

28.1 

20.0 

1.9 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

新聞、広告、広報誌

テレビ、ラジオ

市町村役場、工務店、設計事務

所等の職員から聞いて

ポスター、パンフレット

知人、親族から聞いて

イベント、講演会

その他

回答者数：260人
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【性別】 

 男性は「市町村役場、工務店、設計事務所等の職員から聞いて」が最も高く、「新聞、広告、広報誌」、

「テレビ、ラジオ」、女性は「新聞、広告、広報誌」が最も高く、「テレビ、ラジオ」、「ポスター、パ

ンフレット」と続いている。 

 

《 性 別 》 

 

 

 

38.2 

32.1 

38.9 

26.0 

18.3 

2.3 

0.8 

53.9 

39.1 

21.1 

30.5 

21.1 

1.6 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

新聞、広告、広報誌

テレビ、ラジオ

市町村役場、工務店、設計事務

所等の職員から聞いて

ポスター、パンフレット

知人、親族から聞いて

イベント、講演会

その他

男性

女性

回答者数：260人
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【年代別】 

 10歳代では「テレビ、ラジオ」が、20歳では「ポスター、パンフレット」が、30歳代、50歳代、

60歳代、70歳以上では「新聞、広告、広報誌」が、40歳代では同率で「新聞、広告、広報誌」と「テ

レビ、ラジオ」が最も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

46.7 

40.0 

20.0 

53.3 

0.0 

0.0 

0.0 

40.0 

36.7 

36.7 

33.3 

13.3 

0.0 

0.0 

35.3 

35.3 

32.4 

17.6 

14.7 

2.9 

2.9 

50.0 

37.1 

27.4 

25.8 

29.0 

3.2 

1.6 

50.0 

38.2 

27.6 

30.3 

26.3 

1.3 

1.3 

46.3 

26.8 

34.1 

24.4 

12.2 

2.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新聞、広告、広報誌

テレビ、ラジオ

市町村役場、工務店、設計事務

所等の職員から聞いて

ポスター、パンフレット

知人、親族から聞いて

イベント、講演会

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：260人
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《 住まいの状況別 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.4 

33.9 

31.2 

28.0 

21.6 

2.3 

0.9 

46.3 

43.9 

24.4 

29.3 

12.2 

0.0 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

新聞、広告、広報誌

テレビ、ラジオ

市町村役場、工務店、設計事務

所等の職員から聞いて

ポスター、パンフレット

知人、親族から聞いて

イベント、講演会

その他

持家

借家

回答者数：260人
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【総合】 「10万円まで」が 19.6％で１位となっている。 

 次いで「20万円まで」が 17.3％、「０円」が 13.2％と続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０円

13.2%

10万円まで

19.6%

20万円まで

17.3%

40万円まで

9.0%

60万円まで

7.5%

80万円まで

0.6%

100万円まで

11.5%

100万円以上でもよい

4.2%

無回答

17.1%

回答数

479人

問 27 耐震改修工事と耐震改修設計について、自己負担が合わせてどのくらいの金額までなら工事を

してもよいと思いますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男性は「10 万円まで」が最も高く、「20 万円まで」、「０円」、女性は「20 万円」が最も高く、「10

万円まで」、「０円」と続いている。 

 

 

【年代別】 

 10歳代では同率で「10万円まで」と「100万円以上でもよい」が、20歳代では同率で「０円」と「10

万円まで」が、30歳代、40歳代、70歳以上では「10万円まで」が、50歳代では「20万円まで」が、

60歳代では同率で「10万円まで」と「20万円まで」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別・住まいの状況別・沿岸部別 》 

 

13.2 

14.3 

11.7 

20.0 

9.1 

13.1 

19.6 

10.3 

10.3 

11.0 

22.2 

5.9 

16.9 

19.6 

24.4 

15.1 

33.3 

20.0 

23.6 

26.2 

15.7 

15.4 

20.5 

19.2 

22.2 

21.1 

19.4 

17.3 

16.0 

18.8 

11.4 

21.8 

16.7 

20.6 

15.4 

16.7 

19.4 

10.0 

23.7 

14.6 

9.0 

7.6 

10.5 

5.7 

7.3 

8.3 

9.8 

12.8 

6.4 

9.7 

6.7 

13.2 

7.0 

7.5 

7.6 

7.5 

16.7 

14.3 

5.5 

6.0 

10.8 

6.8 

3.8 

8.9 

2.2 

7.2 

8.0 

0.6 

0.4 

0.8 

1.8 

1.2 

0.9 

0.5 

1.1 

1.0 

11.5 

13.4 

9.6 

16.7 

11.4 

14.5 

9.5 

8.8 

14.5 

9.0 

13.6 

3.3 

11.2 

12.1 

4.2 

3.4 

5.0 

33.3 

2.9 

1.8 

1.2 

4.9 

4.3 

6.4 

4.5 

3.3 

3.3 

4.8 

17.1 

13.0 

20.9 

14.3 

14.5 

17.9 

9.8 

19.7 

26.9 

13.1 

28.9 

14.5 

16.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=479)

男性(n=238)

女性(n=239)

10歳代(n=6)

20歳代(n=35)

30歳代(n=55)

40歳代(n=84)

50歳代(n=102)

60歳代(n=117)

70歳以上(n=78)

持家(n=381)

借家(n=90)

沿岸部(n=152)

非沿岸部(n=314)

０円 10万円まで 20万円まで

40万円まで 60万円まで 80万円まで

100万円まで 100万円以上でもよい 無回答

年
代
別

沿
岸
部
別

性
別

住
ま
い
の

状
況
別
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問28 今後、県が市町村等と協力して行う施策として、特に力を入れるべきものは何ですか。 

（３つまで○印） 

 

【総合】 「耐震診断士の無料派遣」が 35.4％で１位になっている。 

 次いで「耐震設計や耐震改修工事に対する補助金額の引き上げ」が 33.8％、「相談窓口の設置など、

気軽に相談できる環境の整備」が 29.6％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

35.4 

33.8 

29.6 

25.5 

25.1 

22.0 

18.2 

16.6 

14.8 

9.3 

9.1 

4.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40%

耐震診断士の無料派遣

耐震設計や耐震改修工事に対する補助

金額の引き上げ

相談窓口の設置など、気軽に相談でき

る環境の整備

信頼できる設計事務所や工務店の紹介

など、悪徳リフォーム予防対策

昭和56年６月以降で平成12年５月以前

の住宅の耐震化（耐震診断、耐震工

事、耐震改修工事）への費用の支援

地区ごとの説明会、パンフレットの配

布などによる、耐震化の必要性の啓発

や補助制度の周知

一気に耐震改修工事できない場合に対

応するための段階的な耐震改修工事へ

の支援

戸別に訪問しての、耐震化の必要性や

補助制度の丁寧な説明

民間金融機関と連携した低金利による

貸付制度による支援

オーナーに対する指導などによる、賃

貸住宅の耐震化の促進

現場見学会など、耐震改修工事の実例

に触れる機会の提供

行政には特に期待していない

その他

回答者数：1,718人
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【性別】 

 男女とも「総合」とほぼ同じ傾向になっている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 

 

 

36.0 

35.7 

28.9 

23.4 

23.4 

25.4 

17.4 

18.5 

16.9 

8.4 

8.7 

4.8 

1.3 

34.9 

32.2 

30.3 

27.7 

26.5 

18.9 

18.9 

14.9 

12.6 

10.1 

9.6 

4.1 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40%

耐震診断士の無料派遣

耐震設計や耐震改修工事に対する補助

金額の引き上げ

相談窓口の設置など、気軽に相談でき

る環境の整備

信頼できる設計事務所や工務店の紹介

など、悪徳リフォーム予防対策

昭和56年６月以降で平成12年５月以前

の住宅の耐震化（耐震診断、耐震工

事、耐震改修工事）への費用の支援

地区ごとの説明会、パンフレットの配

布などによる、耐震化の必要性の啓発

や補助制度の周知

一気に耐震改修工事できない場合に対

応するための段階的な耐震改修工事へ

の支援

戸別に訪問しての、耐震化の必要性や

補助制度の丁寧な説明

民間金融機関と連携した低金利による

貸付制度による支援

オーナーに対する指導などによる、賃

貸住宅の耐震化の促進

現場見学会など、耐震改修工事の実例

に触れる機会の提供

行政には特に期待していない

その他

男性

女性

回答者数：1.718人

-100-



 

  

【年代別】 

 10歳代では同率で「相談窓口の設置など、気軽に相談できる環境の整備」と「昭和 56年６月 

以降で平成 12年５月以前の住宅の耐震化(耐震診断、耐震工事、耐震改修工事)への費用の支援」が、

20歳代、50歳代、60歳代、70歳以上では「耐震診断士の無料派遣」が、30歳代、40歳代では「耐震

設計や耐震改修工事に対する補助金額の引き上げ」が最も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

30.2 

28.3 

32.1 

24.5 

32.1 

22.6 

36.6 

35.1 

27.8 

21.6 

26.3 

18.0 

34.0 

35.4 

23.1 

28.7 

23.9 

17.9 

35.2 

38.0 

24.4 

24.9 

22.2 

20.8 

37.8 

33.6 

36.6 

25.5 

23.4 

24.0 

36.8 

32.2 

34.0 

24.9 

30.1 

25.8 

31.1 

26.0 

29.9 

27.1 

22.6 

24.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

耐震診断士の無料派遣

耐震設計や耐震改修工事に対する補助

金額の引き上げ

相談窓口の設置など、気軽に相談でき

る環境の整備

信頼できる設計事務所や工務店の紹介

など、悪徳リフォーム予防対策

昭和56年６月以降で平成12年５月以前

の住宅の耐震化（耐震診断、耐震工

事、耐震改修工事）への費用の支援

地区ごとの説明会、パンフレットの配

布などによる、耐震化の必要性の啓発

や補助制度の周知

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 年 代 別 》 

 

 

 

 

 

20.8 

24.5 

1.9 

13.2 

9.4 

0.0 

3.8 

23.2 

10.8 

13.4 

14.4 

12.4 

3.1 

0.5 

16.0 

14.6 

14.9 

13.8 

9.7 

6.0 

1.1 

20.5 

14.7 

19.7 

9.4 

9.1 

5.5 

1.9 

17.7 

16.8 

15.3 

7.8 

8.7 

3.6 

1.2 

17.3 

21.6 

14.9 

6.1 

7.3 

4.6 

0.3 

13.6 

18.1 

9.0 

4.0 

9.0 

4.0 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一気に耐震改修工事できない場合に対

応するための段階的な耐震改修工事へ

の支援

戸別に訪問しての、耐震化の必要性や

補助制度の丁寧な説明

民間金融機関と連携した低金利による

貸付制度による支援

オーナーに対する指導などによる、賃

貸住宅の耐震化の促進

現場見学会など、耐震改修工事の実例

に触れる機会の提供

行政には特に期待していない

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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《 住まいの状況別 》 

 

 

 

 

 

  

37.6 

36.3 

30.5 

28.2 

26.3 

22.3 

18.2 

16.5 

14.2 

4.7 

9.3 

4.3 

1.5 

29.1 

26.7 

27.7 

16.2 

20.2 

21.5 

18.6 

17.5 

17.3 

24.9 

8.9 

5.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40%

耐震診断士の無料派遣

耐震設計や耐震改修工事に対する補助

金額の引き上げ

相談窓口の設置など、気軽に相談でき

る環境の整備

信頼できる設計事務所や工務店の紹介

など、悪徳リフォーム予防対策

昭和56年６月以降で平成12年５月以前

の住宅の耐震化（耐震診断、耐震工

事、耐震改修工事）への費用の支援

地区ごとの説明会、パンフレットの配

布などによる、耐震化の必要性の啓発

や補助制度の周知

一気に耐震改修工事できない場合に対

応するための段階的な耐震改修工事へ

の支援

戸別に訪問しての、耐震化の必要性や

補助制度の丁寧な説明

民間金融機関と連携した低金利による

貸付制度による支援

オーナーに対する指導などによる、賃

貸住宅の耐震化の促進

現場見学会など、耐震改修工事の実例

に触れる機会の提供

行政には特に期待していない

その他

持家

借家

回答者数：1.718人
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【総合】 「どちらともいえない」が 34.7％で１位となっている。 

 次いで「やや関心がある」が 27.2％、「関心がある」が 24.4％と続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心がある

24.4%

やや関心がある

27.2%

どちらとも

いえない

34.7%

あまり関心がない

7.9%

関心がない

4.5%

無回答

1.3%

回答数

1,718人

 [３] 障害者差別解消について 

問 29 あなたは、障害福祉について関心がありますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

 60歳代を除くすべての年代で「どちらともいえない」が、60歳代では「やや関心がある」が最も高

くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

  

24.4 

22.4 

26.2 

18.9 

22.7 

23.9 

19.9 

27.6 

26.4 

28.2 

27.2 

24.6 

29.9 

30.2 

23.7 

25.4 

22.4 

28.8 

33.1 

28.2 

34.7 

36.3 

33.2 

34.0 

34.0 

29.9 

43.2 

33.6 

32.5 

31.6 

7.9 

10.6 

5.3 

3.8 

10.3 

11.9 

8.6 

6.9 

5.8 

4.5 

4.5 

4.9 

4.0 

9.4 

7.2 

7.5 

4.2 

2.4 

1.5 

5.6 

1.3 

1.2 

1.5 

3.8 

2.1 

1.5 

1.7 

0.6 

0.6 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

関心がある やや関心がある どちらともいえない あまり関心がない 関心がない 無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「忙しくして考える余裕がないから」が 30.7％で１位となっている。 

 次いで「障害や障害のある人のことがよくわからないから」が 27.4％、「行政にまかせておいてよ

いと思うから」が 20.8％となっている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分には関係がない

と思うから

14.6%

障害や障害

のある人の

ことがよく

わからない

から

27.4%

行政にまかせ

ておいてよい

と思うから

20.8%

忙しくして考

える余裕がな

いから

30.7%

その他

5.2%

無回答

1.4%

回答数

212人

副問１（問 29で「４ あまり関心がない」・「５ 関心がない」を選んだ方のみお答えください。） 

その理由は何ですか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男性では「忙しくて考える余裕がないから」が、女性では「障害や障害のある人のことがよくわか

らないから」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

 10歳代、20歳代、40歳代では「忙しくして考える余裕がないから」が、30歳代、60歳代では「障

害や障害のある人のことがよくわからないから」が、50歳代では同率で「自分には関係がないと思う

から」と「障害や障害のある人のことがよくわからないから」が、70歳以上では「行政にまかせてお

いてよいと思うから」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

  

14.6 

15.4 

12.3 

23.5 

9.6 

17.4 

25.8 

4.2 

5.6 

27.4 

26.2 

29.6 

14.3 

26.5 

32.7 

15.2 

25.8 

45.8 

27.8 

20.8 

20.0 

22.2 

14.3 

14.7 

23.1 

19.6 

22.6 

12.5 

38.9 

30.7 

33.1 

27.2 

57.1 

29.4 

28.8 

41.3 

22.6 

33.3 

11.1 

5.2 

4.6 

6.2 

14.3 

2.9 

5.8 

6.5 

3.2 

11.1 

1.4 

0.8 

2.5 

2.9 

4.2 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=212)

男性(n=130)

女性(n=81)

10歳代(n=7)

20歳代(n=34)

30歳代(n=52)

40歳代(n=46)

50歳代(n=31)

60歳代(n=24)

70歳以上(n=18)

自分には関係がないと思うから 障害や障害のある人のことがよくわからないから

行政にまかせておいてよいと思うから 忙しくして考える余裕がないから

その他 無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「知らなかった」が 67.7％と１位となっている。 

 次いで「内容は知らなかったが、法律ができたことは知っていた」が 21.6％、「法律の内容も含め

て知っていた」が 9.1％と続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法律の内容も含めて

知っていた

9.1%

内容は知らなかった

が、法律ができたこ

とは知っていた

21.6%

知らなかった

67.7%

無回答

1.6%

回答数

1,718人

問 30 あなたは、障害者差別解消法について知っていましたか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「知らなかった」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

  

9.1 

8.4 

9.8 

11.3 

5.7 

7.1 

10.5 

13.2 

9.1 

4.5 

21.6 

21.1 

22.1 

11.3 

17.0 

22.4 

19.1 

20.1 

26.7 

27.1 

67.7 

69.2 

66.1 

77.4 

74.2 

69.0 

69.3 

65.8 

63.2 

63.8 

1.6 

1.3 

1.9 

3.1 

1.5 

1.1 

0.9 

0.9 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

法律の内容も含めて知っていた

内容は知らなかったが、法律ができたことは知っていた

知らなかった

無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「ある程度改善されている」が 42.4％と１位となっている。 

 次いで「あまり改善されていない」が 25.5％、「どちらともいえない」が 16.1％となっている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かなり改善さ

れている

7.6%

ある程度改善

されている

42.4%

あまり改善さ

れていない

25.5%

ほとんど改善

されていない

6.9%

どちらとも

いえない

16.1%

無回答

1.5%

回答数

1,718人

問 31 あなたは、障害者に対する差別や偏見は改善されてきたと思いますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「ある程度改善されている」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

  

7.6 

8.7 

6.6 

9.4 

5.7 

5.6 

6.6 

6.9 

10.3 

10.7 

42.4 

40.7 

43.9 

35.8 

40.7 

39.9 

36.6 

44.4 

48.9 

45.2 

25.5 

26.1 

24.9 

13.2 

31.4 

28.4 

29.4 

24.3 

21.6 

20.3 

6.9 

8.0 

5.8 

13.2 

6.2 

6.3 

7.5 

8.1 

6.1 

5.1 

16.1 

15.5 

16.6 

28.3 

13.4 

18.7 

18.3 

15.0 

12.2 

16.4 

1.5 

1.0 

2.1 

2.6 

1.1 

1.7 

1.2 

0.9 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

かなり改善されている ある程度改善されている あまり改善されていない

ほとんど改善されていない どちらともいえない 無回答

年
代
別

性
別
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問32 障害のある人もない人も安心して暮らすことができる共生社会の実現に向け、県や市町村が、

特に力を入れて取り組むべきだと思うものは何ですか。（５つまで○印） 

 

【総合】 「障害に応じた職業訓練の充実や就労のための支援」が 48.0％で１位になっている。 

 次いで「障害や障害のある人への理解を深めるための学校教育の充実」が 40.5％、「入所施設や通

所事業所などの障害福祉サービスの充実」が 35.8％と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

48.0 

40.5 

35.8 

33.6 

33.3 

31.4 

31.1 

28.0 

27.7 

20.4 

19.2 

17.7 

14.3 

10.9 

10.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害に応じた職業訓練の充実や就労の

ための支援

障害や障害のある人への理解を深める

ための学校教育の充実

入所施設や通所事業所などの障害福祉

サービスの充実

障害のある人に配慮した住宅や建物、

交通機関の整備

障害のある子どもへの相談支援体制や

教育の充実

保健医療サービスやリハビリテーショ

ンの充実

障害や障害のある人について理解を深

めるための啓発・広報活動の充実

障害のある人が社会参加できるための

相談支援体制などの充実

ホームヘルプや外出支援など在宅福祉

サービスの充実

障害のある人が安心して生活できるた

めの防犯・防災対策の促進

グループホームなど生活（居住）の場

の確保

点字・手話・音声サービスなど、障害

のある人に配慮した情報提供の充実

ボランティアの養成・ボランティア活

動への支援

障害のある人の権利を守るための成年

後見人制度や権利擁護事業の推進

障害のある人のスポーツの振興・文化

芸術活動の促進

回答者数：1,718人
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【性別】 

 男女とも「障害に応じた職業訓練の充実や就労のための支援」が最も高く、男性は「障害や障害の

ある人への理解を深めるための学校教育の充実」、「障害や障害のある人について理解を深めるための

啓発・広報活動の充実」、女性は「障害や障害のある人への理解を深めるための学校教育の充実」、「入

所施設や通所事業所などの障害福祉サービスの充実」と続いている。 

 

《 性 別 》 

 

 

 

46.5 

41.2 

32.6 

33.3 

32.1 

34.1 

35.4 

29.4 

24.6 

20.2 

18.9 

15.9 

15.3 

10.9 

13.7 

49.5 

40.0 

39.0 

34.0 

34.4 

28.7 

27.0 

26.5 

30.5 

20.7 

19.5 

19.3 

13.4 

10.9 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害に応じた職業訓練の充実や就労の

ための支援

障害や障害のある人への理解を深める

ための学校教育の充実

入所施設や通所事業所などの障害福祉

サービスの充実

障害のある人に配慮した住宅や建物、

交通機関の整備

障害のある子どもへの相談支援体制や

教育の充実

保健医療サービスやリハビリテーショ

ンの充実

障害や障害のある人について理解を深

めるための啓発・広報活動の充実

障害のある人が社会参加できるための

相談支援体制などの充実

ホームヘルプや外出支援など在宅福祉

サービスの充実

障害のある人が安心して生活できるた

めの防犯・防災対策の促進

グループホームなど生活（居住）の場

の確保

点字・手話・音声サービスなど、障害

のある人に配慮した情報提供の充実

ボランティアの養成・ボランティア活

動への支援

障害のある人の権利を守るための成年

後見人制度や権利擁護事業の推進

障害のある人のスポーツの振興・文化

芸術活動の促進

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

 10歳代では「障害のある子どもへの相談支援体制や教育の充実」が、20歳代、30歳代、40歳代、

50歳代、60歳代、70歳以上では「障害に応じた職業訓練の充実や就労のための支援」が、20歳代で

はこれと同率で「障害や障害のある人への理解を深めるための学校教育の充実」が最も高くなってい

る。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

43.4 

45.3 

22.6 

34.0 

49.1 

24.5 

24.5 

41.8 

41.8 

29.9 

39.2 

35.1 

27.8 

28.4 

46.6 

45.1 

32.1 

27.6 

39.6 

29.5 

28.4 

53.5 

45.2 

33.0 

30.5 

31.0 

30.7 

31.9 

50.8 

38.1 

36.6 

34.8 

28.8 

29.7 

30.9 

49.5 

38.6 

46.2 

37.1 

32.2 

36.5 

32.2 

39.5 

28.2 

37.3 

34.5 

31.6 

35.0 

37.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

障害に応じた職業訓練の充実や就労の

ための支援

障害や障害のある人への理解を深める

ための学校教育の充実

入所施設や通所事業所などの障害福祉

サービスの充実

障害のある人に配慮した住宅や建物、

交通機関の整備

障害のある子どもへの相談支援体制や

教育の充実

保健医療サービスやリハビリテーショ

ンの充実

障害や障害のある人について理解を深

めるための啓発・広報活動の充実

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 年 代 別 》 

  

 

 

20.8 

18.9 

15.1 

15.1 

17.0 

18.9 

7.5 

17.0 

20.6 

20.6 

13.9 

14.9 

28.4 

17.5 

13.9 

15.5 

25.0 

25.4 

19.8 

15.7 

17.5 

10.4 

13.8 

9.7 

28.0 

25.8 

19.7 

19.4 

16.9 

12.5 

11.6 

10.2 

30.6 

31.2 

19.2 

20.1 

16.5 

15.9 

12.0 

9.6 

29.8 

32.8 

23.4 

21.9 

15.2 

14.9 

5.8 

8.8 

33.9 

29.4 

28.8 

22.6 

14.7 

14.7 

10.2 

9.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

障害のある人が社会参加できるための

相談支援体制などの充実

ホームヘルプや外出支援など在宅福祉

サービスの充実

障害のある人が安心して生活できるた

めの防犯・防災対策の促進

グループホームなど生活（居住）の場

の確保

点字・手話・音声サービスなど、障害

のある人に配慮した情報提供の充実

ボランティアの養成・ボランティア活

動への支援

障害のある人の権利を守るための成年

後見人制度や権利擁護事業の推進

障害のある人のスポーツの振興・文化

芸術活動の促進

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「知らなかった」が 55.1％で１位となっている。 

 次いで「知っていた」が 30.3％、「詳しくは知らなかったが、聞いたことはあった」が 13.1％と続

いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っていた

30.3%

詳しくは知らな

かったが、聞いた

ことはあった

13.1%

知らなかった

55.1%

無回答

1.5%

回答数

1,718人

問 33 「害」の表記について、こうした動きがあることを知っていましたか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

 10歳代と 20歳代を除くすべての年代で「知らなかった」が、10歳代と 20歳代では「知っていた」

が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

 

 

30.3 

27.0 

33.6 

52.8 

43.3 

32.1 

29.4 

33.6 

22.5 

17.5 

13.1 

12.4 

13.5 

7.5 

14.4 

17.9 

14.1 

11.7 

11.2 

9.0 

55.1 

59.4 

51.1 

39.6 

39.2 

47.8 

55.4 

53.8 

65.3 

71.8 

1.5 

1.2 

1.7 

3.1 

2.2 

1.1 

0.9 

0.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

知っていた 詳しくは知らなかったが、聞いたことはあった 知らなかった 無回答

年
代
別

性
別
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問 34 「障害」のひらがな表記についてどのようにお考えですか。（１つだけ○印） 

 

【総合】 「どちらでもよい」が 38.8％と１位となっている。 

 次いで「「障がい」に改めた方がよい」が 22.9％、「今までどおりの「障害」でよい」が 22.3％と

続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までどおりの

「障害」でよい

22.3%

「障がい」

に改めた方

がよい

22.9%

どちらで

もよい

38.8%

わからない

14.2%

無回答

1.7%

回答数

1,718人
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【性別】 

 男女ともに「どちらでもよい」が最も高く、男性は「今までどおりの「障害」でよい」、「「障がい」

に改めた方がよい」、女性は「「障がい」に改めた方がよい」、「今までどおりの「障害」でよい」と続

いている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「どちらでもよい」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

  

22.3 

24.8 

19.8 

11.3 

15.5 

17.9 

21.6 

24.9 

26.4 

28.2 

22.9 

22.4 

23.5 

34.0 

23.2 

24.6 

22.4 

22.8 

23.4 

16.9 

38.8 

37.4 

40.2 

37.7 

46.4 

43.7 

40.2 

38.1 

33.4 

32.2 

14.2 

14.0 

14.5 

17.0 

11.3 

11.9 

14.1 

13.2 

15.5 

19.8 

1.7 

1.4 

2.1 

3.6 

1.9 

1.7 

0.9 

1.2 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

今までどおりの「障害」でよい 「障がい」に改めた方がよい どちらでもよい

わからない 無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「表記云々ではなく、使う人の気持ちであると思うから」が 46.7％で 1位となっている。 

 次いで「言葉が定着し、慣れているから」が 23.0％、「特に意識をしないから」が 17.5％と続いて

いる。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉が定着

し、慣れて

いるから

23.0%

表記云々ではなく、

使う人の気持ちであ

ると思うから

46.7%

ひらがなの方

が、「がい」が

強調される感じ

がするから

6.8%

特に意識を

しないから

17.5%

その他

6.0%

回答数

383人

副問１（問 34で「１ 今までどおりの「障害」でよい」を選んだ方のみお答えください。） 

その理由は何ですか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

 すべての年代で「表記云々ではなく、使う人の気持ちであると思うから」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

  

23.0 

24.0 

20.8 

13.3 

8.3 

15.4 

25.3 

31.0 

38.0 

46.7 

46.2 

48.0 

50.0 

36.7 

50.0 

46.2 

49.4 

48.3 

44.0 

6.8 

6.7 

6.9 

16.7 

20.0 

4.2 

11.5 

3.6 

5.7 

17.5 

17.3 

17.9 

16.7 

27.1 

21.8 

15.7 

13.8 

14.0 

6.0 

5.8 

6.4 

33.3 

13.3 

10.4 

5.1 

6.0 

1.1 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=383)

男性(n=208)

女性(n=173)

10歳代(n=6)

20歳代(n=30)

30歳代(n=48)

40歳代(n=78)

50歳代(n=83)

60歳代(n=87)

70歳以上(n=50)

言葉が定着し、慣れているから

表記云々ではなく、使う人の気持ちであると思うから

ひらがなの方が、「がい」が強調される感じがするから

特に意識をしないから

その他

無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「「がい」の方がやわらかい感じがするから」が 35.3％で１位となっている。 

 次いで「「害」という字に抵抗感を感じている人がいるから」が 27.7％、「「害」という字のイメ

ージが悪いから」が 17.8％となっている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「害」という

字のイメージ

が悪いから

17.8%

「がい」の

方がやわら

かい感じが

するから

35.3%

「がい」に改めたほ

うが、差別がないよ

うに思えるから

15.0%

「害」という

字に抵抗感を

感じている人

がいるから

27.7%

その他

3.8%

無回答

0.5%

回答数

394人

副問２（問 34で「２ 「障がい」に改めた方がよい」を選んだ方のみお答えください。） 

その理由は何ですか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

 男女とも「「がい」の方がやわらかい感じがするから」が最も高く、男性は「「害」という字のイメ

ージが悪いから」、「「害」という字に抵抗感を感じている人がいるから」、女性は「「害」という字に抵

抗感を感じている人がいるから」、「「がい」に改めたほうが、差別がないように思えるから」と続いて

いる。 

 

【年代別】 

 すべての年代で「「がい」の方がやわらかい感じがするから」が最も高く、10歳代と 70歳以上では

これと同率で「「害」という字に抵抗感を感じている人がいるから」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

  

17.8 

23.9 

12.2 

16.7 

13.3 

28.8 

14.8 

10.5 

19.5 

23.3 

35.3 

37.2 

33.7 

27.8 

35.6 

37.9 

37.0 

36.8 

33.8 

30.0 

15.0 

12.8 

16.6 

11.1 

24.4 

9.1 

17.3 

13.2 

14.3 

13.3 

27.7 

21.8 

33.2 

27.8 

22.2 

21.2 

29.6 

32.9 

28.6 

30.0 

3.8 

3.7 

3.9 

11.1 

4.4 

3.0 

1.2 

6.6 

3.9 

0.5 

0.5 

0.5 

5.6 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=394)

男性(n=188)

女性(n=205)

10歳代(n=18)

20歳代(n=45)

30歳代(n=66)

40歳代(n=81)

50歳代(n=76)

60歳代(n=77)

70歳以上(n=30)

「害」という字のイメージが悪いから

「がい」の方がやわらかい感じがするから

「がい」に改めたほうが、差別がないように思えるから

「害」という字に抵抗感を感じている人がいるから

その他

無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「観光の振興」が 47.4％で１位となっている。 

 次いで「農業の振興」が 31.1％、「ものづくり産業の振興」と「県外からの移住促進」が同率の 25.0％

と続いている。 

 

 

《 総 合 》 

 

 

47.4 

31.1 

25.0 

25.0 

24.2 

17.1 

16.9 

13.9 

8.4 

8.3 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

観光の振興

農業の振興

ものづくり産業の振興

県外からの移住促進

食品産業の振興

防災関連産業の振興

林業の振興

水産業の振興

起業や新事業展開の促進

ＩＴ・コンテンツ関連産業の振興

その他

回答者数：1,718人

[４] 第 3期産業振興計画 ver.4について 

問35 第３期産業振興計画における次の取り組みのうち特に評価できるものは何ですか。 

（３つまで〇印） 
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【性別】 

 男女とも「観光の振興」が最も高く、男性は「農業の振興」、「ものづくり産業の振興」、女性は「農

業の振興」、「県外からの移住促進」と続いている。 

 

 

《 性 別 》 

 

 
 

47.6 

32.8 

27.4 

23.4 

23.6 

16.2 

19.5 

16.2 

10.1 

10.7 

1.8 

47.3 

29.3 

22.9 

26.8 

24.6 

17.8 

14.4 

11.7 

6.8 

5.8 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

観光の振興

農業の振興

ものづくり産業の振興

県外からの移住促進

食品産業の振興

防災関連産業の振興

林業の振興

水産業の振興

起業や新事業展開の促進

ＩＴ・コンテンツ関連産業の振興

その他

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

70歳以上を除くすべての年代で「観光の振興」が最も高く、70歳以上では「農業の振興」が最も高

くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

 

49.1 

22.6 

28.3 

15.1 

28.3 

26.4 

15.1 

18.9 

9.4 

5.7 

5.7 

52.6 

25.3 

23.7 

27.8 

18.6 

23.2 

8.8 

11.9 

4.6 

12.9 

3.6 

52.6 

28.4 

21.6 

32.5 

23.1 

14.9 

15.3 

9.3 

10.4 

9.7 

1.5 

54.6 

28.3 

23.8 

26.9 

25.8 

15.8 

12.2 

12.2 

7.2 

9.1 

1.4 

46.5 

32.7 

27.3 

20.4 

23.4 

18.0 

19.5 

13.8 

9.9 

6.6 

2.7 

42.2 

36.8 

30.4 

23.7 

29.2 

17.0 

19.1 

17.3 

8.2 

6.4 

2.7 

30.5 

36.2 

19.2 

20.9 

19.2 

11.3 

28.8 

19.2 

9.6 

6.2 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

観光の振興

農業の振興

ものづくり産業の振興

県外からの移住促進

食品産業の振興

防災関連産業の振興

林業の振興

水産業の振興

起業や新事業展開の促進

ＩＴ・コンテンツ関連産業の振興

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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【総合】 「デジタル技術に関する学びの場(高知県ＩＴ・コンテンツアカデミー)の充実等による県

内でのＩＴ人材育成の強化」が 34.6％で１位になっている。 

 次いで「県内企業へのデジタル技術導入の促進」が 30.6％、「県外ＩＴ企業との連携等の促進によ

る県内ＩＴ企業の技術力の向上」、「第一次産業等の現場におけるデジタル技術の導入ニーズと、県

内ＩＴ企業とのマッチングの促進による新たな製品やシステム開発の拡大」が同率で 24.6％と続いて

いる。 

 

《 総 合 》 

 

 

34.6 

30.6 

24.6 

24.6 

22.4 

15.1 

5.9 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40%

デジタル技術に関する学びの場（高知

県ＩＴ・コンテンツアカデミー）の充

実等による県内でのＩＴ人材育成の強

化

県内企業へのデジタル技術導入の促進

県外ＩＴ企業との連携等の促進による

県内ＩＴ企業の技術力の向上

第一次産業等の現場におけるデジタル

技術の導入ニーズと、県内ＩＴ企業と

のマッチングの促進による新たな製品

やシステム開発の拡大

即戦力として期待される首都圏ＩＴ人

材の本県へのＵＩターンの促進

起業支援プログラム（こうちスタート

アップパーク）の充実等による起業や

新事業展開の促進

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0に関連する幅広い分

野の企業立地の推進

その他

回答者数：1,718人

問36 本県において、デジタル技術を活用した取り組みをさらに進めるために、特に力を入れるべ

きものは何ですか。（２つまで○印） 
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【性別】 

 男女とも「デジタル技術に関する学びの場(高知県ＩＴ・コンテンツアカデミー)の充実等による県

内でのＩＴ人材育成の強化」が最も高く、男性は「県内企業へのデジタル技術導入の促進」、「第一次

産業等の現場におけるデジタル技術の導入ニーズと、県内ＩＴ企業とのマッチングの促進による新た

な製品やシステム開発の拡大」、女性は「県内企業へのデジタル技術導入の促進」、「県外ＩＴ企業との

連携等の促進による県内ＩＴ企業の技術力の向上」が続いている。 

 

《 性 別 》 

 

 

35.1 

33.4 

24.5 

26.4 

21.8 

14.7 

6.9 

2.6 

34.2 

27.8 

24.9 

22.8 

23.0 

15.4 

5.0 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40%

デジタル技術に関する学びの場（高知

県ＩＴ・コンテンツアカデミー）の充

実等による県内でのＩＴ人材育成の強

化

県内企業へのデジタル技術導入の促進

県外ＩＴ企業との連携等の促進による

県内ＩＴ企業の技術力の向上

第一次産業等の現場におけるデジタル

技術の導入ニーズと、県内ＩＴ企業と

のマッチングの促進による新たな製品

やシステム開発の拡大

即戦力として期待される首都圏ＩＴ人

材の本県へのＵＩターンの促進

起業支援プログラム（こうちスタート

アップパーク）の充実等による起業や

新事業展開の促進

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0に関連する幅広い分

野の企業立地の推進

その他

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

10歳代、30歳代、50歳代、60歳代、70歳以上では「デジタル技術に関する学びの場(高知県ＩＴ・

コンテンツアカデミー)の充実等による県内でのＩＴ人材育成の強化」が、20歳代、40歳代では「県

内企業へのデジタル技術導入の促進」が最も高くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

 

35.8 

28.3 

28.3 

13.2 

18.9 

17.0 

3.8 

7.5 

30.4 

30.9 

22.7 

23.7 

22.2 

13.9 

8.8 

3.6 

31.0 

29.1 

25.4 

24.3 

26.9 

17.5 

5.2 

3.0 

33.5 

35.5 

26.6 

23.0 

23.8 

15.8 

6.9 

1.7 

31.8 

28.5 

25.8 

23.7 

26.4 

14.1 

6.9 

2.7 

44.1 

29.2 

24.3 

30.7 

18.8 

14.0 

4.9 

4.0 

34.5 

29.4 

19.2 

22.0 

13.0 

14.1 

2.8 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

デジタル技術に関する学びの場（高知

県ＩＴ・コンテンツアカデミー）の充

実等による県内でのＩＴ人材育成の強

化

県内企業へのデジタル技術導入の促進

県外ＩＴ企業との連携等の促進による

県内ＩＴ企業の技術力の向上

第一次産業等の現場におけるデジタル

技術の導入ニーズと、県内ＩＴ企業と

のマッチングの促進による新たな製品

やシステム開発の拡大

即戦力として期待される首都圏ＩＴ人

材の本県へのＵＩターンの促進

起業支援プログラム（こうちスタート

アップパーク）の充実等による起業や

新事業展開の促進

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0に関連する幅広い分

野の企業立地の推進

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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【総合】 「変わらない」が 45.3％で１位となっている。 

 次いで「やや良くなっている」が 16.8％、「やや悪化している」が 14.2％で続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良くなっている

6.9%

やや良くなっている

16.8%

変わらない

45.3%

やや悪化している

14.2%

悪化している

6.7%

わからない

7.8%

無回答

2.3%

回答数

1,718人

[５] 暮らしと環境、地球温暖化について 

問 37 あなたが住んでいる地域（市町村）の環境について、あなたは、日頃どのような実感をお持

ちですか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

すべての年代で「変わらない」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・総合・性別・年代別 》 

 

 

 

 

 

 

6.9 

7.3 

6.6 

9.4 

9.3 

5.6 

5.5 

5.4 

7.6 

10.2 

16.8 

18.1 

15.3 

7.5 

14.9 

18.7 

17.2 

16.2 

16.7 

19.2 

45.3 

44.4 

46.3 

49.1 

45.9 

50.0 

47.6 

45.3 

39.8 

41.2 

14.2 

14.1 

14.4 

11.3 

9.3 

10.4 

15.0 

15.6 

19.5 

11.9 

6.7 

6.9 

6.4 

5.7 

7.2 

4.5 

4.4 

9.0 

7.3 

9.0 

7.8 

7.2 

8.2 

15.1 

10.8 

9.0 

9.1 

5.7 

5.8 

5.6 

2.3 

2.0 

2.6 

1.9 

2.6 

1.9 

1.1 

2.7 

3.3 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

良くなっている やや良くなっている 変わらない やや悪化している

悪化している わからない 無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「海洋ごみなどによる生物への影響や環境汚染」が 36.0％で１位になっている。 

 次いで「ごみのポイ捨てや不法投棄」が 35.9％、「ごみの処理やリサイクル」が 33.6％と続いてい

る。 

 

 

《 総 合 》  

   

36.0 

35.9 

33.6 

31.7 

26.3 

18.9 

17.3 

11.4 

11.3 

10.7 

9.8 

5.6 

1.3 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40%

海洋ごみなどによる生物への

影響や環境汚染

ごみのポイ捨てや不法投棄

ごみの処理やリサイクル

二酸化炭素など温室効果ガス

による地球温暖化

過疎地を中心とした森林、農

地の持つ環境保全能力の低下

ＰＭ２．５などの大気汚染

家庭や工場からの排水などに

よる川や海の水質汚濁

農薬など化学物質による環境

汚染

地域開発などによる身近な自

然（緑や動植物）の減少

生物多様性の確保や外来種対

策、貴重な動植物の保護

多様な自然とのふれあいの確

保

自動車、鉄道、工場などによ

る騒音・振動

その他

特にない

回答者数：1,718人

問38 あなたは、現在、主にどのような環境問題に関心がありますか。（３つまで○印） 
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【性別】 

男性では「ごみのポイ捨てや不法投棄」が最も高く、同率で「海洋ごみなどによる生物への影響や

環境汚染」と「ごみの処理やリサイクル」と続き、女性では「海洋ごみなどによる生物への影響や環

境汚染」が最も高く、「ごみのポイ捨てや不法投棄」、「ごみの処理やリサイクル」と続いている。 

 

《 性 別 》  

 
 

 

34.8 

37.2 

34.8 

31.0 

26.6 

15.6 

18.1 

10.1 

10.6 

11.5 

10.9 

7.9 

1.9 

3.7 

37.2 

34.7 

32.5 

32.4 

26.1 

22.1 

16.6 

12.4 

11.8 

10.1 

8.7 

3.4 

0.7 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40%

海洋ごみなどによる生物への

影響や環境汚染

ごみのポイ捨てや不法投棄

ごみの処理やリサイクル

二酸化炭素など温室効果ガス

による地球温暖化

過疎地を中心とした森林、農

地の持つ環境保全能力の低下

ＰＭ２．５などの大気汚染

家庭や工場からの排水などに

よる川や海の水質汚濁

農薬など化学物質による環境

汚染

地域開発などによる身近な自

然（緑や動植物）の減少

生物多様性の確保や外来種対

策、貴重な動植物の保護

多様な自然とのふれあいの確

保

自動車、鉄道、工場などによ

る騒音・振動

その他

特にない

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

10歳代では同率で「海洋ごみなどによる生物への影響や環境汚染」と「ごみのポイ捨てや不法投棄」

が、20歳代では同率で「ごみのポイ捨てや不法投棄」と「ごみの処理やリサイクル」が、30歳代、40

歳代では「ごみのポイ捨てや不法投棄」が、50歳代では同率で「海洋ごみなどによる生物への影響や

環境汚染」と「ごみの処理やリサイクル」が、60歳代、70歳以上では「海洋ごみなどによる生物への

影響や環境汚染」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》  

 

35.8 

35.8 

32.1 

30.2 

11.3 

11.3 

29.4 

30.9 

30.9 

30.4 

17.0 

20.6 

29.9 

36.6 

32.1 

22.8 

23.9 

21.6 

33.0 

36.0 

34.6 

29.9 

24.9 

21.1 

36.6 

32.1 

36.6 

31.2 

28.5 

20.4 

43.2 

38.9 

33.1 

40.7 

35.0 

16.1 

43.5 

41.8 

32.2 

35.0 

27.1 

13.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

海洋ごみなどによる生物への

影響や環境汚染

ごみのポイ捨てや不法投棄

ごみの処理やリサイクル

二酸化炭素など温室効果ガス

による地球温暖化

過疎地を中心とした森林、農

地の持つ環境保全能力の低下

ＰＭ２．５などの大気汚染

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 年 代 別 》  

 
 

 

15.1 

9.4 

11.3 

5.7 

5.7 

11.3 

0.0 

9.4 

17.5 

8.8 

16.0 

12.9 

16.5 

9.3 

0.5 

3.1 

18.3 

11.6 

11.9 

12.3 

11.6 

6.3 

2.2 

4.9 

18.6 

10.2 

12.5 

9.4 

9.7 

4.4 

0.8 

5.5 

17.4 

13.2 

9.3 

13.2 

6.3 

4.2 

2.1 

2.7 

14.6 

7.6 

10.6 

10.0 

10.3 

2.7 

1.2 

1.2 

18.6 

19.8 

7.9 

6.8 

6.8 

9.0 

0.6 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家庭や工場からの排水などに

よる川や海の水質汚濁

農薬など化学物質による環境

汚染

地域開発などによる身近な自

然（緑や動植物）の減少

生物多様性の確保や外来種対

策、貴重な動植物の保護

多様な自然とのふれあいの確

保

自動車、鉄道、工場などによ

る騒音・振動

その他

特にない

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「ペットボトルやアルミ缶、ビンなどのリサイクル、分別収集に協力している」が 75.3％

で１位になっている。 

 次いで「水を出しっぱなしにしない」が 60.1％、「外出時に出したごみは持ち帰る」が 51.5％と続

いている。 

 

 

《 総 合 》 

 
 

75.3 

60.1 

51.5 

50.4 

46.2 

37.5 

32.7 

29.9 

21.1 

19.9 

13.7 

13.2 

11.6 

0.9 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ペットボトルやアルミ缶、ビンなどのリサ

イクル、分別収集に協力している

水を出しっぱなしにしない

外出時に出したごみは持ち帰る

食品ロスの削減のために「残さず食べる」

ことを心がける

食用油や食べかすを下水に流さない

地球温暖化対策のための省エネ（こまめな

消灯等）やエコ活動（エコバッグでの買い

物等）をしている

物は修理して長く使う

過剰包装は断るなど日常生活において、で

きるだけごみを出さない

洗濯には風呂の残り湯を利用する

庭木や垣根など身近な緑を増やす

山や海に出掛け、多様な自然とふれあう機

会をつくり、環境への意識を高めている

使い捨てプラスチック製品の使用を控える

外来種を他地域に拡げない、外来種を飼う

場合は最後まで責任を持って飼うなど、外

来種による被害を防ぐことを心がけている

その他

特に何もしていない

回答者数：1,718人

問39 あなたは、日常生活において、環境を守るためにどのような配慮をしていますか。 

（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女ともに「ペットボトルやアルミ缶、ビンなどのリサイクル、分別収集に協力している」が最も

高く、男性では「水を出しっぱなしにしない」、「食品ロスの削減のために「残さず食べる」ことを心

がける」、女性では「水を出しっぱなしにしない」、「食用油や食べかすを下水に流さない」と続いてい

る。 

 

《 性 別 》  

 
 

72.2 

55.7 

48.9 

49.8 

35.9 

27.8 

35.2 

25.9 

17.4 

18.0 

16.5 

11.5 

11.7 

0.8 

3.0 

78.5 

64.3 

53.9 

51.0 

55.9 

46.9 

30.2 

33.8 

24.4 

21.7 

11.2 

14.8 

11.6 

1.0 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

ペットボトルやアルミ缶、ビンなどのリサ

イクル、分別収集に協力している

水を出しっぱなしにしない

外出時に出したごみは持ち帰る

食品ロスの削減のために「残さず食べる」

ことを心がける

食用油や食べかすを下水に流さない

地球温暖化対策のための省エネ（こまめな

消灯等）やエコ活動（エコバッグでの買い

物等）をしている

物は修理して長く使う

過剰包装は断るなど日常生活において、で

きるだけごみを出さない

洗濯には風呂の残り湯を利用する

庭木や垣根など身近な緑を増やす

山や海に出掛け、多様な自然とふれあう機

会をつくり、環境への意識を高めている

使い捨てプラスチック製品の使用を控える

外来種を他地域に拡げない、外来種を飼う

場合は最後まで責任を持って飼うなど、外

来種による被害を防ぐことを心がけている

その他

特に何もしていない

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

10歳代を除くすべての年代で「ペットボトルやアルミ缶、ビンなどのリサイクル、分別収集に協力

している」が、10歳代では「水を出しっぱなしにしない」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》   
58.5 

60.4 

50.9 

45.3 

32.1 

32.1 

20.8 

61.3 

58.8 

49.5 

51.0 

30.9 

35.1 

26.3 

67.2 

54.9 

44.4 

50.7 

39.6 

29.1 

28.4 

76.5 

60.1 

47.9 

53.7 

48.5 

41.3 

30.7 

76.9 

56.5 

50.8 

48.9 

48.0 

34.2 

34.5 

84.5 

65.7 

58.7 

47.4 

52.6 

44.1 

37.4 

85.3 

66.1 

59.3 

52.5 

57.1 

40.7 

41.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

ペットボトルやアルミ缶、ビンなどのリサ

イクル、分別収集に協力している

水を出しっぱなしにしない

外出時に出したごみは持ち帰る

食品ロスの削減のために「残さず食べる」

ことを心がける

食用油や食べかすを下水に流さない

地球温暖化対策のための省エネ（こまめな

消灯等）やエコ活動（エコバッグでの買い

物等）をしている

物は修理して長く使う

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 年 代 別 》  

 
 

22.6 

24.5 

13.2 

11.3 

13.2 

18.9 

3.8 

5.7 

22.2 

13.9 

12.9 

16.0 

9.3 

9.8 

0.5 

2.1 

25.7 

20.1 

13.8 

14.9 

9.7 

11.9 

0.7 

2.2 

30.2 

21.9 

18.0 

17.7 

12.5 

13.9 

0.3 

2.5 

34.8 

21.3 

17.4 

10.2 

16.2 

8.1 

1.8 

2.1 

34.3 

22.2 

27.4 

12.2 

14.0 

11.6 

0.9 

1.2 

28.8 

24.9 

33.3 

11.9 

16.4 

13.0 

0.6 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

過剰包装は断るなど日常生活において、で

きるだけごみを出さない

洗濯には風呂の残り湯を利用する

庭木や垣根など身近な緑を増やす

山や海に出掛け、多様な自然とふれあう機

会をつくり、環境への意識を高めている

使い捨てプラスチック製品の使用を控える

外来種を他地域に拡げない、外来種を飼う

場合は最後まで責任を持って飼うなど、外

来種による被害を防ぐことを心がけている

その他

特に何もしていない

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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問 40 あなたは、地域の環境保全活動（地域の清掃活動や外来種の駆除活動等）に参加・協力して

みたいと思いますか。（１つだけ○印） 

 

【総合】 「生活に支障がない範囲で参加・協力したい」が 29.5％で１位となっている。 

 次いで「参加してみたい気持ちはあるが、労力・時間を充てることが難しい」が 25.7％、「すでに

参加している」が 13.2％となっている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに参加している

13.2%

積極的に参加・協力

したい

4.4%

生活に支障がない範

囲で参加・協力した

い

29.5%
参加してみたい気持

ちはあるが、労力・

時間を充てることが

難しい

25.7%

誘われれば参加して

みたい

11.8%

参加・協力してみた

いとは思わない

11.9%

無回答

3.5%

回答数

1,718人
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【性別】 

男女とも「総合」とほぼ同じ傾向になっている。 

 

【年代別】 

10歳代、50歳代、60歳代、70歳以上では「生活に支障がない範囲で参加・協力したい」が、20歳

代、30歳代では「参加してみたい気持ちはあるが、労力・時間を充てることが難しい」が、40歳代は

同率で「生活に支障がない範囲で参加・協力したい」と「参加してみたい気持ちはあるが、労力・時

間を充てることが難しい」が最も高くなっている。 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

 

13.2 

14.2 

12.2 

5.7 

8.8 

9.0 

10.8 

14.4 

17.0 

22.0 

4.4 

5.3 

3.7 

7.5 

4.1 

4.1 

3.0 

5.4 

5.2 

4.0 

29.5 

29.1 

30.1 

24.5 

21.6 

29.1 

30.7 

31.2 

35.9 

23.2 

25.7 

24.3 

26.8 

22.6 

27.3 

29.5 

30.7 

23.7 

20.4 

22.0 

11.8 

12.2 

11.3 

15.1 

18.0 

10.4 

11.6 

11.1 

10.3 

10.2 

11.9 

12.2 

11.7 

20.8 

18.6 

16.4 

10.0 

10.2 

6.7 

12.4 

3.5 

2.7 

4.2 

3.8 

1.5 

1.5 

3.0 

3.9 

4.6 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

すでに参加している

積極的に参加・協力したい

生活に支障がない範囲で参加・協力したい

参加してみたい気持ちはあるが、労力・時間を充てることが難しい

誘われれば参加してみたい

参加・協力してみたいとは思わない

無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「プラスチックや食品などの廃棄物の発生抑制や再利用、リサイクルなどの循環利用対策」

が 43.4％で１位になっている。 

 次いで「ごみのポイ捨てや不法投棄の防止などの環境美化対策」が 39.5％、「間伐などの森林整備

や森林環境の保全」が 28.8％と続いている。 

 

《 総 合 》  

 
 

43.4 

39.5 

28.8 

27.7 

26.8 

19.5 

14.1 

11.5 

11.3 

10.9 

10.1 

9.5 

8.1 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

プラスチックや食品などの廃棄物の発生抑

制や再利用、リサイクルなどの循環利用対

策

ごみのポイ捨てや不法投棄の防止などの環

境美化対策

間伐などの森林整備や森林環境の保全

地球温暖化対策やエネルギー対策の推進・

新エネルギーの導入促進

大気汚染や水質汚濁などの防止対策、有害

化学物質対策

公共交通の利用促進

環境にやさしいライフスタイルに変革する

ための教育や普及啓発への取り組み

身近な自然の保全や復元、ふれあい空間の

創造

まちづくりや農業など、他分野での環境保

全の視点の導入

歴史的な町並みや景観の保全

生物多様性の確保や外来種対策、貴重な動

植物の保護

公共工事を実施する際の環境への配慮の促

進

環境を保全するためのビジネスへの支援

その他

回答者数：1,718人

問41 県の環境をよりよくするために、今後行政が特に力を入れるべき取り組みは何ですか。 

（３つまで○印） 
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【性別】 

男女ともに「プラスチックや食品などの廃棄物の発生抑制や再利用、リサイクルなどの循環利用対

策」が最も高く、男性では「ごみのポイ捨てや不法投棄の防止などの環境美化対策」、「間伐などの森

林整備や森林環境の保全」、女性では「ごみのポイ捨てや不法投棄の防止などの環境美化対策」、「地球

温暖化対策やエネルギー推進・新エネルギーの導入促進」と続いている。 

 

《 性 別 》  

 
 

44.4 

40.2 

30.1 

26.3 

24.7 

19.0 

14.1 

11.5 

11.7 

9.7 

11.1 

11.2 

9.7 

1.2 

42.4 

38.6 

27.7 

29.3 

28.7 

19.8 

14.1 

11.4 

10.9 

12.2 

9.2 

7.8 

6.8 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

プラスチックや食品などの廃棄物の発生抑

制や再利用、リサイクルなどの循環利用対

策

ごみのポイ捨てや不法投棄の防止などの環

境美化対策

間伐などの森林整備や森林環境の保全

地球温暖化対策やエネルギー対策の推進・

新エネルギーの導入促進

大気汚染や水質汚濁などの防止対策、有害

化学物質対策

公共交通の利用促進

環境にやさしいライフスタイルに変革する

ための教育や普及啓発への取り組み

身近な自然の保全や復元、ふれあい空間の

創造

まちづくりや農業など、他分野での環境保

全の視点の導入

歴史的な町並みや景観の保全

生物多様性の確保や外来種対策、貴重な動

植物の保護

公共工事を実施する際の環境への配慮の促

進

環境を保全するためのビジネスへの支援

その他

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

10歳代では「ごみのポイ捨てや不法投棄の防止などの環境美化対策」が、20歳代、40歳代、50歳

代、60歳代、70歳以上では「プラスチックや食品などの廃棄物の発生抑制や再利用、リサイクルなど

の循環利用対策」が、30歳代では同率で「プラスチックや食品などの廃棄物の発生抑制や再利用、リ

サイクルなどの循環利用対策」と「ごみのポイ捨てや不法投棄の防止などの環境美化対策」が最も高

くなっている。 

 

《 年 代 別 》  
30.2 

49.1 

32.1 

24.5 

26.4 

17.0 

35.1 

34.0 

23.7 

24.7 

24.2 

22.2 

36.6 

36.6 

25.7 

22.8 

26.1 

22.4 

42.9 

36.3 

30.2 

29.6 

28.8 

18.6 

43.5 

41.4 

28.5 

25.8 

27.9 

19.8 

52.9 

42.9 

29.5 

33.7 

24.0 

16.1 

49.7 

43.5 

33.9 

28.2 

29.4 

20.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

プラスチックや食品などの廃棄物

の発生抑制や再利用、リサイクル

などの循環利用対策

ごみのポイ捨てや不法投棄の防止

などの環境美化対策

間伐などの森林整備や森林環境の

保全

地球温暖化対策やエネルギー対策

の推進・新エネルギーの導入促進

大気汚染や水質汚濁などの防止対

策、有害化学物質対策

公共交通の利用促進

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 年 代 別 》  

 
 

 

17.0 

9.4 

9.4 

9.4 

5.7 

5.7 

13.2 

3.8 

11.3 

10.3 

10.3 

14.4 

12.9 

11.9 

10.8 

2.6 

11.6 

16.0 

17.9 

14.2 

11.2 

6.0 

11.6 

1.5 

12.5 

12.2 

11.6 

12.5 

11.1 

8.3 

8.9 

1.1 

15.6 

9.0 

10.5 

10.2 

10.5 

10.8 

6.3 

1.5 

18.5 

11.2 

10.3 

7.6 

9.1 

10.9 

5.5 

0.9 

11.3 

10.2 

5.1 

7.3 

5.6 

10.2 

5.6 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

環境にやさしいライフスタイルに変革

するための教育や普及啓発への取り組

み

身近な自然の保全や復元、ふれあい空

間の創造

まちづくりや農業など、他分野での環

境保全の視点の導入

歴史的な町並みや景観の保全

生物多様性の確保や外来種対策、貴重

な動植物の保護

公共工事を実施する際の環境への配慮

の促進

環境を保全するためのビジネスへの支

援

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【地球温暖化対策について】 

 

【総合】 「少し関心はある」が 58.0％で１位となっている。 

 次いで「非常に関心がある」が 27.1％、「ほとんど関心がない」が 9.8％となっている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に関心

がある

27.1%

少し関心はある

58.0%

ほとんど関心がない

9.8%

全く関心がない

3.3%

無回答

1.8%

回答数

1,718人

問 42 地球温暖化問題に対して、どの程度関心がありますか。（１つだけ○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

70歳以上を除くすべての年代で「少し関心はある」が、70歳以上では「非常に関心がある」が最も

高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

27.1 

28.5 

25.6 

20.8 

18.6 

16.8 

23.5 

27.6 

34.7 

46.3 

58.0 

52.6 

63.4 

54.7 

65.5 

64.9 

60.4 

57.1 

56.5 

40.1 

9.8 

12.8 

7.0 

18.9 

11.9 

12.3 

12.7 

9.9 

4.6 

4.5 

3.3 

4.4 

2.1 

5.7 

3.1 

4.5 

1.9 

3.3 

1.5 

6.8 

1.8 

1.7 

1.9 

1.0 

1.5 

1.4 

2.1 

2.7 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

非常に関心がある 少し関心はある ほとんど関心がない 全く関心がない 無回答

年
代
別

性
別
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問 43 地球温暖化問題について、次のことを知っていますか。（当てはまるものすべてに○印） 

 

【総合】 「2015年、すべての国が参加する初めての温暖化対策の枠組みである「パリ協定」が採択

された」が 50.3％で１位になっている。 

 次いで「世界の年平均気温の上昇は産業革命前に比べ２℃以内に抑えないといけないとされている

が、既に１℃程度上昇している」が 45.9％、「日本は、温室効果ガス排出量を 2030年度時点で、2013

年度と比べて 26％削減する目標を掲げた」が 28.6％と続いている。 

 

《 総 合 》  

 
 

50.3 

45.9 

28.6 

27.8 

12.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

2015年、すべての国が参加する初めて

の温暖化対策の枠組みである「パリ協

定」が採択された

世界の年平均気温の上昇は産業革命前

に比べ２℃以内に抑えないといけない

とされているが、既に１℃程度上昇し

ている

日本は、温室効果ガス排出量を2030年

度時点で、2013年度と比べて26%削減

する目標を掲げた

暑さに強い農作物の品種を開発するな

ど、すでに起こりつつある気候変動の

影響への「適応策」を実施していくこ

とが重要となっている。

上記の目標を達成するためには、家庭

部門における温室効果ガス排出量を

2030年度時点で、2013年度と比べて

40%削減する必要がある

回答者数：1,718人
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【性別】 

男女ともに「2015年、すべての国が参加する初めての温暖化対策の枠組みである「パリ協定」が採

択された」が最も高く、男性では「世界の年平均気温の上昇は産業革命前に比べ２℃以内に抑えない

といけないとされているが、既に１℃程度上昇している」、「日本は、温室効果ガス排出量を 2030年度

時点で、2013年度と比べて 26％削減する目標を掲げた」、女性では「世界の年平均気温の上昇は産業

革命前に比べ２℃以内に抑えないといけないとされているが、既に１℃程度上昇している」、「暑さに

強い農作物の品種を開発するなど、すでに起こりつつある気候変動の影響への「適応策」を実施して

いくことが重要となっている」が続いている。 

 

《 性 別 》  

 
 

 

53.2 

46.2 

32.3 

28.3 

15.0 

47.3 

45.9 

25.2 

27.5 

9.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

2015年、すべての国が参加する初めて

の温暖化対策の枠組みである「パリ協

定」が採択された

世界の年平均気温の上昇は産業革命前

に比べ２℃以内に抑えないといけない

とされているが、既に１℃程度上昇し

ている

日本は、温室効果ガス排出量を2030年

度時点で、2013年度と比べて26%削減

する目標を掲げた

暑さに強い農作物の品種を開発するな

ど、すでに起こりつつある気候変動の

影響への「適応策」を実施していくこ

とが重要となっている

上記の目標を達成するためには、家庭

部門における温室効果ガス排出量を

2030年度時点で、2013年度と比べて

40%削減する必要がある

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

20歳代を除くすべての年代で「2015年、すべての国が参加する初めての温暖化対策の枠組みである

「パリ協定」が採択された」が、20歳代では「世界の年平均気温の上昇は産業革命前に比べ２℃以内

に抑えないといけないとされているが、既に１℃程度上昇している」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 

49.1 

34.0 

24.5 

18.9 

22.6 

39.2 

40.2 

27.8 

23.7 

15.5 

44.0 

39.2 

19.8 

24.6 

7.5 

46.0 

42.4 

26.3 

21.1 

11.6 

49.2 

45.9 

28.5 

28.2 

12.9 

62.9 

55.9 

34.3 

35.6 

12.2 

59.3 

54.2 

38.4 

37.9 

14.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

2015年、すべての国が参加する初めて

の温暖化対策の枠組みである「パリ協

定」が採択された

世界の年平均気温の上昇は産業革命前

に比べ２℃以内に抑えないといけない

とされているが、既に１℃程度上昇し

ている

日本は、温室効果ガス排出量を2030年

度時点で、2013年度と比べて26%削減

する目標を掲げた

暑さに強い農作物の品種を開発するな

ど、すでに起こりつつある気候変動の

影響への「適応策」を実施していくこ

とが重要となっている。

上記の目標を達成するためには、家庭

部門における温室効果ガス排出量を

2030年度時点で、2013年度と比べて

40%削減する必要がある

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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【総合】 「無駄な電気をきったり、こまめに消灯するようにする」が 70.6％で１位になっている。 

 次いで「冷蔵庫に物を詰めこみすぎないようにするほか、ドアを開けたらすぐ閉めるようにする」

が 59.7％、「照明をＬＥＤに替える」が 47.0％と続いている。 

 

 

《 総 合 》  

 
 

70.6 

59.7 

47.0 

41.4 

40.1 

25.4 

25.1 

19.0 

18.3 

10.6 

9.1 

4.8 

3.0 

1.9 

1.9 

1.2 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

無駄な電気をきったり、こまめに消灯するようにする

冷蔵庫に物を詰めこみすぎないようにするほか、ドアを

開けたらすぐ閉めるようにする

照明をＬＥＤに替える

エアコンの温度設定を夏は28℃、冬は20℃程度にしてい

るほか、使用時間をできるだけ短くする

エコバッグでの買い物を心がける

テレビの視聴時間を少なくする

従来よりも少ないガスや電力で給湯できる設備（エコジ

ョーズ、エコキュート等）を設置する

通勤・通学は、なるべく公共交通機関または徒歩・自転

車を使用する

低燃費車（ハイブリッド、プラグインハイブリッド、電

気自動車、燃料電池自動車）を使用している

太陽光発電システムを設置する

何もしていない（しない）

家電製品は、10年たったら（まだ使えても）買い替える

ようにする

自宅を省エネ住宅（ＺＥＨ）にする（リフォームを含

む）

ガスを利用して発電し、その際に発生する排熱を給湯な

どに利用できるシステム（エネファーム等）を設置する

家庭用蓄電池を設置する

環境家計簿をつける

その他

回答者数：1,718人

問44 地球温暖化対策について、次の中であなたが既に取り組んでいるものはありますか。 

（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」とほぼ同じ傾向になっている。 

 

 

 

 

《 性 別 》  

 
 

66.3 

54.8 

42.8 

38.3 

29.0 

24.9 

21.0 

18.7 

19.5 

9.3 

13.1 

5.0 

2.6 

2.0 

1.4 

0.6 

0.1 

74.8 

64.3 

51.4 

44.5 

50.9 

26.0 

29.2 

19.2 

17.2 

11.9 

5.3 

4.6 

3.3 

1.8 

2.3 

1.7 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

無駄な電気をきったり、こまめに消灯するようにする

冷蔵庫に物を詰めこみすぎないようにするほか、ドアを

開けたらすぐ閉めるようにする

照明をＬＥＤに替える

エアコンの温度設定を夏は28℃、冬は20℃程度にしてい

るほか、使用時間をできるだけ短くする

エコバッグでの買い物を心がける

テレビの視聴時間を少なくする

従来よりも少ないガスや電力で給湯できる設備（エコジ

ョーズ、エコキュート等）を設置する

通勤・通学は、なるべく公共交通機関または徒歩・自転

車を使用する

低燃費車（ハイブリッド、プラグインハイブリッド、電

気自動車、燃料電池自動車）を使用している

太陽光発電システムを設置する

何もしていない（しない）

家電製品は、10年たったら（まだ使えても）買い替える

ようにする

自宅を省エネ住宅（ＺＥＨ）にする（リフォームを含

む）

ガスを利用して発電し、その際に発生する排熱を給湯な

どに利用できるシステム（エネファーム等）を設置する

家庭用蓄電池を設置する

環境家計簿をつける

その他

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

すべての年代で「無駄な電気をきったり、こまめに消灯するようにする」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》  

   

71.7 

49.1 

34.0 

35.8 

24.5 

30.2 

20.8 

64.4 

50.0 

35.6 

33.5 

41.2 

31.4 

16.5 

66.0 

54.9 

45.5 

30.6 

37.3 

24.3 

27.6 

71.2 

62.3 

49.3 

39.6 

38.0 

25.8 

31.9 

71.5 

61.0 

45.6 

36.9 

39.3 

23.1 

23.4 

76.3 

64.7 

55.0 

54.1 

45.3 

22.8 

24.6 

70.6 

62.7 

49.2 

57.1 

44.1 

27.7 

22.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

無駄な電気をきったり、こまめに消灯す

るようにする

冷蔵庫に物を詰めこみすぎないようにす

るほか、ドアを開けたらすぐ閉めるよう

にする

照明をＬＥＤに替える

エアコンの温度設定を夏は28℃、冬は

20℃程度にしているほか、使用時間をで

きるだけ短くする

エコバッグでの買い物を心がける

テレビの視聴時間を少なくする

従来よりも少ないガスや電力で給湯でき

る設備（エコジョーズ、エコキュート

等）を設置する

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 年 代 別 》  

 

47.2 

17.0 

13.2 

15.1 

3.8 

5.7 

5.7 

1.9 

1.9 

1.9 

30.9 

16.0 

7.7 

7.7 

4.6 

2.1 

0.5 

2.1 

0.0 

0.0 

13.8 

15.7 

11.2 

10.4 

4.9 

3.7 

1.9 

2.2 

0.7 

0.0 

17.2 

19.1 

11.9 

6.6 

3.6 

3.3 

2.5 

1.7 

0.8 

0.3 

16.5 

16.2 

11.1 

9.9 

6.0 

3.3 

3.0 

1.2 

1.2 

0.3 

16.7 

24.9 

11.6 

7.3 

3.0 

2.4 

1.5 

3.0 

1.5 

0.3 

18.6 

14.1 

6.8 

14.1 

8.5 

1.7 

0.0 

0.6 

2.8 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤・通学は、なるべく公共交通機関また

は徒歩・自転車を使用する

低燃費車（ハイブリッド、プラグインハイ

ブリッド、電気自動車、燃料電池自動車）

を使用している

太陽光発電システムを設置する

何もしていない（しない）

家電製品は、10年たったら（まだ使えて

も）買い替えるようにする

自宅を省エネ住宅（ＺＥＨ）にする（リフ

ォームを含む）

ガスを利用して発電し、その際に発生する

排熱を給湯などに利用できるシステム（エ

ネファーム等）を設置する

家庭用蓄電池を設置する

環境家計簿をつける

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「エコバッグでの買い物を心がける」が 27.1％で１位になっている。 

 次いで「照明をＬＥＤに替える」が 24.8％、「低燃費車(ハイブリッド、プラグインハイブリッド、

電気自動車、燃料電池自動車)を使用している」が 21.7％と続いている。 

 

 

《 総 合 》  

 
 

27.1 

24.8 

21.7 

18.4 

17.2 

16.9 

16.2 

15.8 

13.9 

12.9 

12.5 

11.9 

10.8 

7.9 

7.6 

6.2 

0.5 

0% 10% 20% 30%

エコバッグでの買い物を心がける

照明をＬＥＤに替える

低燃費車（ハイブリッド、プラグインハイブリッド、電

気自動車、燃料電池自動車）を使用している

テレビの視聴時間を少なくする

家庭用蓄電池を設置する

エアコンの温度設定を夏は28℃、冬は20℃程度にしてい

るほか、使用時間をできるだけ短くする

家電製品は、10年たったら（まだ使えても）買い替える

ようにする

太陽光発電システムを設置する

冷蔵庫に物を詰めこみすぎないようにするほか、ドアを

開けたらすぐ閉めるようにする

無駄な電気をきったり、こまめに消灯するようにする

従来よりも少ないガスや電力で給湯できる設備（エコ

ジョーズ、エコキュート等）を設置する

通勤・通学は、なるべく公共交通機関または徒歩・自転

車を使用する

自宅を省エネ住宅（ＺＥＨ）にする（リフォームを含

む）

何もしていない（しない）

ガスを利用して発電し、その際に発生する排熱を給湯な

どに利用できるシステム（エネファーム等）を設置する

環境家計簿をつける

その他

回答者数：1,718人

問45 地球温暖化対策について、次の中で、あなたがまだ取り組んでいないが、今後取り組んでい

きたいものはありますか。（当てはまるものすべてに〇印） 
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【性別】 

男性では「照明をＬＥＤに替える」が最も高く、「エコバッグでの買い物を心がける」、「低燃費車(ハ

イブリッド、プラグインハイブリッド、電気自動車、燃料電池自動車)を使用している」、女性では「エ

コバッグでの買い物を心がける」が最も高く、「照明をＬＥＤに替える」、「テレビの視聴時間を少なく

する」が続いている。 

 

《 性 別 》  

 
 

25.8 

26.4 

24.6 

14.1 

19.7 

15.6 

15.3 

19.7 

11.9 

13.8 

14.4 

11.8 

11.3 

10.3 

8.9 

6.3 

0.2 

28.6 

23.3 

19.0 

22.5 

15.0 

18.1 

17.3 

12.1 

15.8 

12.0 

10.6 

12.0 

10.4 

5.5 

6.3 

6.2 

0.7 

0% 10% 20% 30%

エコバッグでの買い物を心がける

照明をＬＥＤに替える

低燃費車（ハイブリッド、プラグインハイブリッド、電

気自動車、燃料電池自動車）を使用している

テレビの視聴時間を少なくする

家庭用蓄電池を設置する

エアコンの温度設定を夏は28℃、冬は20℃程度にしてい

るほか、使用時間をできるだけ短くする

家電製品は、10年たったら（まだ使えても）買い替える

ようにする

太陽光発電システムを設置する

冷蔵庫に物を詰めこみすぎないようにするほか、ドアを

開けたらすぐ閉めるようにする

無駄な電気をきったり、こまめに消灯するようにする

従来よりも少ないガスや電力で給湯できる設備（エコ

ジョーズ、エコキュート等）を設置する

通勤・通学は、なるべく公共交通機関または徒歩・自転

車を使用する

自宅を省エネ住宅（ＺＥＨ）にする（リフォームを含

む）

何もしていない（しない）

ガスを利用して発電し、その際に発生する排熱を給湯な

どに利用できるシステム（エネファーム等）を設置する

環境家計簿をつける

その他

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

50歳代と 70歳以上を除くすべての年代で「エコバッグでの買い物を心がける」が、50歳代では「照

明をＬＥＤに替える」が、70歳以上では「テレビの視聴時間を少なくする」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》  

  

37.7 

28.3 

20.8 

24.5 

17.0 

18.9 

15.1 

30.9 

22.2 

19.6 

15.5 

15.5 

17.5 

19.1 

28.0 

21.3 

23.1 

15.3 

19.8 

22.8 

18.3 

26.9 

26.6 

25.8 

13.0 

19.1 

15.8 

16.3 

25.2 

29.1 

24.0 

17.7 

16.8 

13.8 

16.2 

26.7 

22.8 

19.5 

23.1 

17.3 

16.4 

14.6 

23.2 

24.3 

14.1 

27.1 

12.4 

15.3 

13.6 

0% 10% 20% 30% 40%

エコバッグでの買い物を心がける

照明をＬＥＤに替える

低燃費車（ハイブリッド、プラグインハ

イブリッド、電気自動車、燃料電池自動

車）を使用している

テレビの視聴時間を少なくする

家庭用蓄電池を設置する

エアコンの温度設定を夏は28℃、冬は

20℃程度にしているほか、使用時間をで

きるだけ短くする

家電製品は、10年たったら（まだ使えて

も）買い替えるようにする

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 年 代 別 》 

17.0 

22.6 

20.8 

13.2 

11.3 

13.2 

7.5 

9.4 

9.4 

1.9 

19.1 

16.0 

16.5 

13.9 

13.9 

10.3 

10.3 

14.4 

7.2 

0.0 

18.3 

16.4 

11.6 

12.3 

11.2 

10.4 

8.2 

7.8 

9.3 

1.1 

16.3 

13.0 

12.5 

11.1 

11.6 

10.8 

6.9 

4.7 

3.3 

0.6 

14.1 

12.0 

11.1 

11.1 

10.8 

12.6 

7.2 

8.1 

5.1 

0.0 

14.3 

12.5 

13.1 

14.3 

12.5 

9.4 

6.7 

6.7 

6.7 

0.0 

13.6 

13.6 

13.0 

13.0 

12.4 

10.7 

10.2 

5.6 

6.8 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40%

太陽光発電システムを設置する

冷蔵庫に物を詰めこみすぎないようにする

ほか、ドアを開けたらすぐ閉めるようにす

る

無駄な電気をきったり、こまめに消灯する

ようにする

従来よりも少ないガスや電力で給湯できる

設備（エコジョーズ、エコキュート等）を

設置する

通勤・通学は、なるべく公共交通機関また

は徒歩・自転車を使用する

自宅を省エネ住宅（ＺＥＨ）にする（リ

フォームを含む）

何もしていない（しない）

ガスを利用して発電し、その際に発生する

排熱を給湯などに利用できるシステム（エ

ネファーム等）を設置する

環境家計簿をつける

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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【総合】 「省エネ住宅（ＺＥＨ）や電気自動車等に対する補助・減税の充実」が 51.6％で１位にな

っている。 

 次いで「ＬＥＤの導入などの、家庭でできる地球温暖化対策の普及啓発の強化」が 44.2％、「街路

樹の植栽、屋上緑化等によるヒートアイランド対策の強化」が 38.6％と続いている。 

 

 

《 総 合 》  

 

51.6 

44.2 

38.6 

36.8 

33.7 

33.6 

26.8 

25.7 

25.1 

16.1 

16.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

省エネ住宅（ＺＥＨ）や電気自動車等に

対する補助・減税の充実

ＬＥＤの導入などの、家庭でできる地球

温暖化対策の普及啓発の強化

街路樹の植栽、屋上緑化等によるヒート

アイランド対策の強化

教育現場での地球温暖化教育の充実・強

化

電気自動車の充電スタンド、燃料電池車

の水素ステーション等の設置拡大

コンパクトでエネルギー消費の少ないま

ちづくり(公共交通の充実・低炭素化、

自転車専用道の整備等)の推進

再生可能エネルギーの普及拡大に向け

た、発電事業者に対する二酸化炭素排出

規制の強化

家電製品や発電設備等の性能向上に向け

た技術革新に対する支援の強化

水素などの新しい低炭素エネルギーの研

究支援、実用化に向けた実証

ＬＥＤ以外の照明の販売禁止、低炭素車

以外の販売禁止などの規制の強化

地球温暖化問題に関するシンポジウム、

イベント等の啓発の強化

その他

回答者数：1,718人

問46  今後、国の地球温暖化対策計画に沿って家庭部門で温室効果ガスの排出を40％削減していく

ために、行政が力を入れるべき施策は何だと考えますか。（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女ともに「省エネ住宅（ＺＥＨ）や電気自動車等に対する補助・減税の充実」が最も高く、男性

では「ＬＥＤの導入などの、家庭でできる地球温暖化対策の普及啓発の強化」、「電気自動車の充電ス

タンド、燃料電池車の水素ステーション等の設置拡大」、女性では「ＬＥＤの導入などの、家庭ででき

る地球温暖化対策の普及啓発の強化」、「街路樹の植栽、屋上緑化等によるヒートアイランド対策の強

化」が続いている。 

 

《 性 別 》  

 

52.4 

41.8 

35.9 

32.7 

37.4 

33.3 

25.9 

25.7 

26.4 

17.3 

16.9 

1.8 

50.7 

46.6 

41.2 

40.7 

30.2 

34.0 

27.8 

25.6 

24.0 

14.8 

15.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

省エネ住宅（ＺＥＨ）や電気自動車等に

対する補助・減税の充実

ＬＥＤの導入などの、家庭でできる地球

温暖化対策の普及啓発の強化

街路樹の植栽、屋上緑化等によるヒート

アイランド対策の強化

教育現場での地球温暖化教育の充実・強

化

電気自動車の充電スタンド、燃料電池車

の水素ステーション等の設置拡大

コンパクトでエネルギー消費の少ないま

ちづくり(公共交通の充実・低炭素化、

自転車専用道の整備等)の推進

再生可能エネルギーの普及拡大に向け

た、発電事業者に対する二酸化炭素排出

規制の強化

家電製品や発電設備等の性能向上に向け

た技術革新に対する支援の強化

水素などの新しい低炭素エネルギーの研

究支援、実用化に向けた実証

ＬＥＤ以外の照明の販売禁止、低炭素車

以外の販売禁止などの規制の強化

地球温暖化問題に関するシンポジウム、

イベント等の啓発の強化

その他

男性

女性

回答者数：1.718人
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【年代別】 

70歳以上を除くすべての年代で「省エネ住宅（ＺＥＨ）や電気自動車等に対する補助・減税の充実」

が、70歳以上では「ＬＥＤの導入などの、家庭でできる地球温暖化対策の普及啓発の強化」が最も高

くなっている。 

 

 

《 年 代 別 》 

 

50.9 

34.0 

28.3 

30.2 

32.1 

35.8 

18.9 

15.1 

20.8 

17.0 

13.2 

5.7 

46.4 

39.2 

39.2 

34.0 

35.6 

27.3 

22.2 

26.3 

25.3 

13.9 

17.5 

0.5 

51.9 

32.1 

35.1 

29.1 

34.7 

30.6 

19.4 

24.3 

27.6 

13.8 

13.8 

1.1 

52.1 

42.1 

42.9 

36.8 

29.9 

32.4 

26.6 

25.5 

25.5 

15.8 

12.2 

2.2 

49.8 

45.0 

39.3 

36.6 

32.4 

36.0 

27.6 

25.8 

22.5 

15.9 

16.8 

2.7 

56.5 

54.4 

37.4 

45.6 

38.0 

35.9 

31.3 

30.1 

26.4 

20.4 

20.1 

0.9 

49.7 

54.8 

38.4 

37.3 

33.3 

38.4 

35.6 

22.0 

24.3 

14.1 

17.5 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

省エネ住宅（ＺＥＨ）や電気自動車等に

対する補助・減税の充実

ＬＥＤの導入などの、家庭でできる地球

温暖化対策の普及啓発の強化

街路樹の植栽、屋上緑化等によるヒート

アイランド対策の強化

教育現場での地球温暖化教育の充実・強

化

電気自動車の充電スタンド、燃料電池車

の水素ステーション等の設置拡大

コンパクトでエネルギー消費の少ないま

ちづくり(公共交通の充実・低炭素化、

自転車専用道の整備等)の推進

再生可能エネルギーの普及拡大に向け

た、発電事業者に対する二酸化炭素排出

規制の強化

家電製品や発電設備等の性能向上に向け

た技術革新に対する支援の強化

水素などの新しい低炭素エネルギーの研

究支援、実用化に向けた実証

ＬＥＤ以外の照明の販売禁止、低炭素車

以外の販売禁止などの規制の強化

地球温暖化問題に関するシンポジウム、

イベント等の啓発の強化

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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【総合】 「少しは知っている」が 69.0％で１位となっている。 

 次いで「詳しく知っている」が 13.8％、「名称を知っている程度で、あまり知らない」が 13.5％と

続いている。 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しく知って

いる

13.8%

少しは知っている

69.0%

名称を知っている程

度で、あまり知らな

い

13.5%

全く知らない

1.7%

無回答

2.0%

回答数

1,718人

[６] 特殊詐欺について 

問 47  特殊詐欺に関する知識はどの程度ありますか。 (１つだけ○印) 
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【性別】 

男女とも「少しは知っている」が最も高く、男性では「詳しく知っている」、「名称を知っている程

度で、あまり知らない」、女性では「名称を知っている程度で、あまり知らない」、「詳しく知っている」

が続いている。 

 

【年代別】 

すべての年代で「少しは知っている」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

 

13.8 

16.2 

11.4 

3.8 

10.8 

14.9 

12.2 

15.0 

14.9 

17.5 

69.0 

66.6 

71.4 

58.5 

59.8 

64.9 

71.7 

73.3 

72.6 

67.8 

13.5 

13.7 

13.3 

26.4 

24.7 

17.2 

13.0 

8.7 

7.9 

12.4 

1.7 

2.0 

1.4 

9.4 

3.1 

1.1 

1.4 

0.9 

1.8 

0.6 

2.0 

1.4 

2.5 

1.9 

1.5 

1.9 

1.7 

2.1 

2.7 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

詳しく知っている 少しは知っている

名称を知っている程度で、あまり知らない 全く知らない

無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「テレビ、ラジオ」が 94.4％で１位になっている。 

 次いで「新聞」が 52.8％、「警察・県・市町村のチラシ、広報誌、ホームページ」が 35.1％と続い

ている。 

 

 

 

《 総 合 》  

  

94.4 

52.8 

35.1 

29.3 

27.9 

23.4 

15.9 

15.4 

5.8 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

テレビ、ラジオ

新聞

警察・県・市町村のチラシ、

広報誌、ホームページ

広報啓発ポスター

銀行、郵便局のチラシや冊子

など

スマートフォン等の携帯電話

友人、知人や家族

警察等の防犯活動

防犯教室等での講話

その他

回答者数：1,689人

問48  どのような媒体で特殊詐欺に関する知識を得ましたか。（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」とほぼ同じ傾向になっている。 

 

 

 

《 性 別 》  

 
 

 

94.2 

53.6 

33.6 

27.2 

23.1 

24.7 

14.3 

15.6 

5.5 

3.0 

94.7 

52.1 

36.5 

31.6 

32.5 

22.2 

17.6 

15.1 

6.1 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

テレビ、ラジオ

新聞

警察・県・市町村のチラシ、

広報誌、ホームページ

広報啓発ポスター

銀行、郵便局のチラシや冊子

など

スマートフォン等の携帯電話

友人、知人や家族

警察等の防犯活動

防犯教室等での講話

その他

男性

女性

回答者数：1.689人
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【年代別】 

すべての年代で「テレビ、ラジオ」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 

91.7 

12.5 

20.8 

14.6 

18.8 

29.2 

16.7 

6.3 

18.8 

2.1 

90.4 

32.4 

22.9 

26.6 

23.9 

42.6 

13.8 

10.6 

8.0 

3.2 

93.6 

38.5 

27.5 

24.2 

28.7 

38.1 

14.0 

13.6 

3.4 

2.6 

94.7 

54.5 

31.5 

28.1 

30.1 

24.7 

15.7 

13.8 

3.4 

2.8 

96.4 

60.3 

39.7 

29.4 

31.2 

21.8 

15.8 

17.6 

9.4 

2.1 

96.3 

66.3 

47.4 

34.7 

27.2 

10.2 

16.7 

19.2 

3.1 

1.5 

93.8 

65.3 

39.2 

36.9 

24.4 

4.0 

20.5 

18.2 

6.8 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

テレビ、ラジオ

新聞

警察・県・市町村のチラシ、

広報誌、ホームページ

広報啓発ポスター

銀行、郵便局のチラシや冊子

など

スマートフォン等の携帯電話

友人、知人や家族

警察等の防犯活動

防犯教室等での講話

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,689人
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【総合】 「自宅、知人宅等」が 52.5％で１位になっている。 

 次いで「警察、県、市町村などの自治体の建物」が 42.3％、「スーパー等の量販店やその駐車場」

が 19.2％と続いている。 

 

 

《 総 合 》  

  
 

52.5 

42.3 

19.2 

12.6 

9.6 

8.9 

14.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅、知人宅等

警察、県、市町村などの自治

体の建物

スーパー等の量販店やその駐

車場

駅、バス、電車等

病院

イベント会場内

その他

回答者数：1,689人

問49 どのような場所で特殊詐欺の知識を知りましたか。（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」とほぼ同じ傾向になっている。 

 

 

 

《 性 別 》  

 
 

 

49.3 

43.6 

18.9 

12.7 

10.1 

11.3 

15.5 

55.7 

41.2 

19.5 

12.5 

9.2 

6.7 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅、知人宅等

警察、県、市町村などの自治

体の建物

スーパー等の量販店やその駐

車場

駅、バス、電車等

病院

イベント会場内

その他

男性

女性

回答者数：1.689人
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【年代別】 

すべての年代で「自宅、知人宅等」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 
 

 

66.7 

22.9 

10.4 

10.4 

2.1 

0.0 

22.9 

51.1 

39.4 

20.7 

17.0 

9.6 

12.2 

13.3 

54.3 

39.2 

20.0 

10.6 

12.5 

9.8 

13.6 

51.1 

41.3 

16.6 

11.2 

8.1 

5.6 

16.9 

52.1 

42.1 

21.5 

13.9 

10.9 

9.7 

14.8 

55.4 

50.8 

20.4 

12.7 

9.0 

8.4 

10.8 

45.5 

42.0 

18.2 

11.9 

9.1 

13.1 

13.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅、知人宅等

警察、県、市町村などの自治

体の建物

スーパー等の量販店やその駐

車場

駅、バス、電車等

病院

イベント会場内

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,689人
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【総合】 「オレオレ詐欺」が 97.7％で１位になっている。 

 次いで「架空請求詐欺」が 85.7％、「還付金詐欺」が 77.9％と続いている。 

 

 

 

《 総 合 》  

  

97.7 

85.7 

77.9 

25.2 

25.0 

21.8 

20.2 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

オレオレ詐欺

架空請求詐欺

還付金詐欺

金融商品等取引名目詐欺

ギャンブル必勝法情報提

供名目の詐欺

異性との交際あっせん名

目の詐欺

融資保証金詐欺

知らない

回答者数：1,689人

問50  あなたが知っていた特殊詐欺の手口の名称はどれですか。（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」とほぼ同じ傾向になっている。 

 

 

 

 

《 性 別 》  

 
 

97.8 

84.8 

78.4 

28.4 

30.7 

23.9 

22.9 

0.1 

97.6 

86.8 

77.5 

22.3 

19.8 

19.8 

17.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

オレオレ詐欺

架空請求詐欺

還付金詐欺

金融商品等取引名目詐欺

ギャンブル必勝法情報提

供名目の詐欺

異性との交際あっせん名

目の詐欺

融資保証金詐欺

知らない

男性

女性

回答者数：1.689人
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【年代別】 

すべての年代で「オレオレ詐欺」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 
 

97.9 

83.3 

33.3 

10.4 

18.8 

27.1 

12.5 

0.0 

97.9 

84.0 

55.3 

19.1 

21.8 

31.4 

13.8 

0.0 

97.0 

87.5 

74.7 

27.2 

25.7 

28.7 

23.0 

0.0 

98.9 

90.4 

85.1 

27.0 

31.2 

25.8 

21.3 

0.0 

97.6 

86.7 

84.8 

27.3 

28.8 

22.7 

23.3 

0.0 

99.1 

86.4 

86.1 

27.2 

20.7 

12.1 

18.3 

0.0 

93.8 

73.3 

76.7 

21.6 

17.6 

8.0 

20.5 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

オレオレ詐欺

架空請求詐欺

還付金詐欺

金融商品等取引名目詐欺

ギャンブル必勝法情報提

供名目の詐欺

異性との交際あっせん名

目の詐欺

融資保証金詐欺

知らない

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,689人
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【総合】 「金融機関のＡＴＭ（振込）を悪用」が 95.7％で１位になっている。 

 次いで「電子マネーを悪用（プリペイドカード番号をメールなどで伝える）」が 65.4％、「直接、自

宅などに受け取りに来る」が 62.3％と続いている。 

 

 

《 総 合 》  

 
 

95.7 

65.4 

62.3 

51.7 

45.8 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

金融機関のＡＴＭ（振込）を悪用

電子マネーを悪用（プリペイドカ

ード番号をメールなどで伝える）

直接、自宅などに受け取りに来る

宅配便を悪用

小包などの郵便配送を悪用

知らない

回答者数：1,689人

問51  特殊詐欺の犯人が、どのようなことを悪用して現金をだまし取っているのか知っていますか。

（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

 

 

《 性 別 》  

 
 

95.5 

64.4 

59.7 

50.8 

44.0 

1.3 

96.1 

66.6 

65.0 

52.6 

47.7 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

金融機関のＡＴＭ（振込）を悪用

電子マネーを悪用（プリペイドカ

ード番号をメールなどで伝える）

直接、自宅などに受け取りに来る

宅配便を悪用

小包などの郵便配送を悪用

知らない

男性

女性

回答者数：1.689人

-174-



 

  

【年代別】 

すべての年代で「金融機関のＡＴＭ（振込）を悪用」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 
 

93.8 

50.0 

39.6 

31.3 

20.8 

2.1 

93.1 

75.0 

55.3 

37.2 

30.3 

0.5 

94.7 

70.9 

58.5 

49.4 

51.3 

0.8 

96.3 

73.6 

62.4 

50.3 

50.0 

0.6 

96.4 

69.1 

67.3 

57.6 

48.8 

1.2 

97.5 

56.7 

66.6 

59.4 

50.8 

0.6 

94.9 

44.3 

64.2 

54.0 

37.5 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

金融機関のＡＴＭ（振込）を悪用

電子マネーを悪用（プリペイドカ

ード番号をメールなどで伝える）

直接、自宅などに受け取りに来る

宅配便を悪用

小包などの郵便配送を悪用

知らない

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,689人
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問 52  これまでに特殊詐欺と思われる電話、ハガキ、メールなどを受け取ったことがありますか。 

（１つだけ○印） 

 

【総合】 「ない」が 44.3％で１位となっている。 

 次いで「複数回ある」が 34.3％、「１度ある」が 14.0％と続いている。 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数回ある

34.3%

１度ある

14.0%

ない

44.3%

覚えていない

5.9%

無回答

1.5%

回答数

1,689人
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

50歳代を除くすべての年代で「ない」が、50歳代では「複数回ある」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

 

34.3 

33.9 

34.9 

16.7 

29.3 

35.1 

37.1 

42.4 

34.4 

22.7 

14.0 

11.1 

16.7 

4.2 

11.7 

12.5 

11.0 

11.2 

19.5 

21.6 

44.3 

46.9 

41.8 

68.8 

49.5 

44.5 

42.7 

40.6 

41.8 

47.2 

5.9 

6.9 

5.0 

10.4 

7.4 

5.7 

7.9 

4.5 

3.1 

7.4 

1.5 

1.2 

1.6 

2.1 

2.3 

1.4 

1.2 

1.2 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,689)

男性(n=821)

女性(n=862)

10歳代(n=48)

20歳代(n=188)

30歳代(n=265)

40歳代(n=356)

50歳代(n=330)

60歳代(n=323)

70歳以上(n=176)

複数回ある １度ある ない 覚えていない 無回答

年
代
別

性
別
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副問１（問 52で「１ 複数回ある」・「２ １度ある」を選んだ方のみお答えください。） 

これまでに特殊詐欺のことで警察に相談や届出をしたことがありますか。（１つだけ○印） 

 

【総合】 「するつもりはない」が 49.4％で１位となっている。 

 次いで「相談、届出をしようとしたがやめた」が 21.0％、「ある」が 18.0％と続いている。 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

18.0% 友人等に依頼して相

談、届出した

2.3%

相談、届出をしようと

したがやめた

21.0%

するつもりはない

49.4%

覚えていない

6.1%

無回答

3.1%

回答数

815人
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

70歳以上を除くすべての年代で「するつもりはない」が、70歳以上では「ある」が最も高くなって

いる。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

18.0 

15.2 

20.4 

20.0 

6.5 

11.9 

11.1 

18.6 

28.2 

30.8 

2.3 

1.9 

2.7 

2.6 

2.4 

2.9 

1.1 

2.9 

2.6 

21.0 

16.8 

24.5 

10.0 

9.1 

17.5 

24.6 

22.0 

23.6 

24.4 

49.4 

56.1 

43.8 

40.0 

74.0 

57.1 

56.1 

47.5 

37.4 

29.5 

6.1 

6.5 

5.8 

30.0 

6.5 

8.7 

4.1 

5.6 

5.2 

6.4 

3.1 

3.5 

2.7 

1.3 

2.4 

1.2 

5.1 

2.9 

6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=815)

男性(n=369)

女性(n=445)

10歳代(n=10)

20歳代(n=77)

30歳代(n=126)

40歳代(n=171)

50歳代(n=177)

60歳代(n=174)

70歳以上(n=78)

ある 友人等に依頼して相談、届出した

相談、届出をしようとしたがやめた するつもりはない

覚えていない 無回答

年
代
別

性
別
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問 53 自分は特殊詐欺の被害にあうと思いますか。（１つだけ○印） 

 

【総合】 「自分も被害にあう可能性があると思う」が 61.9％で１位となっている。 

 次いで「自分は被害にはあわないと思う」が 35.5％で続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分も被害に

あう可能性が

あると思う

61.9%

自分は被害

にはあわな

いと思う

35.5%

無回答

2.6%

回答数

1,689人
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

すべての年代で「自分も被害にあう可能性があると思う」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

 

61.9 

61.6 

62.4 

66.7 

65.4 

64.5 

64.3 

65.2 

57.9 

50.0 

35.5 

36.4 

34.3 

27.1 

31.4 

32.8 

34.0 

32.1 

39.9 

46.6 

2.6 

1.9 

3.2 

6.3 

3.2 

2.6 

1.7 

2.7 

2.2 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,689)

男性(n=821)

女性(n=862)

10歳代(n=48)

20歳代(n=188)

30歳代(n=265)

40歳代(n=356)

50歳代(n=330)

60歳代(n=323)

70歳以上(n=176)

自分も被害にあう可能性があると思う 自分は被害にはあわないと思う 無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「知らない番号の電話やメールは無視するから」が 67.1％で１位になっている。 

 次いで「必ず誰かに相談するから」が 42.7％、「だまされない自信があるから」が 28.5％と続いて

いる。 

 

 

《 総 合 》  

 
 

67.1 

42.7 

28.5 

22.5 

11.0 

9.5 

9.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

知らない番号の電話やメールは無

視するから

必ず誰かに相談するから

だまされない自信があるから

詐欺の手口はよく知っているから

自分には関係がないと思っている

から

被害に遭わない対策を取っている

から

特に理由はない

回答者数：599人

副問１（問53で「２ 自分は被害にはあわないと思う」を選んだ方のみお答えください。） 

その理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女ともに「知らない番号の電話やメールは無視するから」が最も高く、男性では「だまされない

自信があるから」、「必ず誰かに相談するから」、女性では「必ず誰かに相談するから」、「だまされない

自信があるから」が続いている。 

 

《 性 別 》  

 
 

 

62.9 

29.4 

33.1 

28.1 

10.7 

12.7 

11.7 

72.0 

56.8 

24.0 

17.2 

10.5 

6.4 

6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

知らない番号の電話やメールは無

視するから

必ず誰かに相談するから

だまされない自信があるから

詐欺の手口はよく知っているから

自分には関係がないと思っている

から

被害に遭わない対策を取っている

から

特に理由はない

男性

女性

回答者数：599人
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【年代別】 

すべての年代で「知らない番号の電話やメールは無視するから」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 
 

  

38.5 

30.8 

23.1 

7.7 

0.0 

0.0 

30.8 

74.6 

37.3 

22.0 

16.9 

13.6 

5.1 

6.8 

65.5 

46.0 

23.0 

16.1 

12.6 

12.6 

3.4 

67.8 

43.8 

35.5 

23.1 

9.1 

12.4 

6.6 

58.5 

50.0 

25.5 

20.8 

8.5 

16.0 

7.5 

76.7 

38.0 

29.5 

31.8 

12.4 

5.4 

8.5 

62.2 

42.7 

32.9 

23.2 

12.2 

4.9 

19.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

知らない番号の電話やメールは無

視するから

必ず誰かに相談するから

だまされない自信があるから

詐欺の手口はよく知っているから

自分には関係がないと思っている

から

被害に遭わない対策を取っている

から

特に理由はない

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：599人
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問 54  特殊詐欺について家族や近所の方と話したことがありますか。(１つだけ○印) 

 

【総合】 「ある」が 54.0％で１位となっている。 

 次いで「ない」が 43.6％で続いている。 

 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

54.0%

ない

43.6%

無回答

2.4%

回答数

1,689人
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【性別】 

男性は「ない」が、女性は「ある」が最も高くなっている。 

 

 

【年代別】 

10歳代、20歳代、30歳代では「ない」が、40歳代、50歳代、60歳代、70歳以上では「ある」が

最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

54.0 

45.8 

62.1 

37.5 

39.9 

47.9 

54.2 

57.9 

62.2 

59.7 

43.6 

52.1 

35.2 

62.5 

56.9 

48.7 

44.7 

39.4 

35.9 

36.4 

2.4 

2.1 

2.8 

3.2 

3.4 

1.1 

2.7 

1.9 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,689)

男性(n=821)

女性(n=862)

10歳代(n=48)

20歳代(n=188)

30歳代(n=265)

40歳代(n=356)

50歳代(n=330)

60歳代(n=323)

70歳以上(n=176)

ある ない 無回答

年
代
別

性
別
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副問１（問 54で「１ ある」を選んだ方のみお答えください。） 

話をして、特殊詐欺への対策を決めましたか。（１つだけ○印） 

 

【総合】 「特に対策は決めていない」が 67.3％で１位となっている。 

 次いで「対策を決めた」が 31.7％で続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策を決めた

31.7%

特に対策は決めていない

67.3%

無回答

1.0%

回答数

912人
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

すべての年代で「特に対策は決めていない」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

 

31.7 

28.5 

33.8 

22.2 

26.7 

27.6 

31.6 

31.9 

31.8 

41.0 

67.3 

71.0 

64.9 

77.8 

73.3 

72.4 

65.8 

67.0 

67.2 

59.0 

1.0 

0.5 

1.3 

2.6 

1.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=912)

男性(n=376)

女性(n=535)

10歳代(n=18)

20歳代(n=75)

30歳代(n=127)

40歳代(n=193)

50歳代(n=191)

60歳代(n=201)

70歳以上(n=105)

対策を決めた 特に対策は決めていない 無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「詐欺の手口や発生などの情報提供」が 78.2％で１位となっている。 

 次いで「金融機関の職員による声かけ」が 56.6％、「警察・県・市町村などによる啓発活動」が 51.3％

と続いている。 

 

 

《 総 合 》  

 
 

78.2 

56.6 

51.3 

50.4 

43.5 

19.3 

16.4 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

詐欺の手口や発生などの情報提供

金融機関の職員による声かけ

警察・県・市町村などによる啓発

活動

家族、知人等での話し合い

コンビニエンスストア、ドラッグ

ストアなどの従業員による声かけ

警察やボランティアによる家族訪

問指導

講習会・研修会などの参加

わからない

回答者数：1,718人

問55  特殊詐欺の被害防止には、どのような対策が有効だと思いますか。 

（当てはまるものすべてに○印） 

-189-



 

  

【性別】 

男女とも「詐欺の手口や発生などの情報提供」が最も高く、次いで「金融機関の職員による声かけ」

となっており、３番目は、男性が「警察・県・市町村などによる啓発活動」、女性は「家族、知人等で

の話し合い」と続いている。 

 

《 性 別 》  

 
 

 

77.2 

53.2 

50.0 

46.4 

41.3 

23.0 

15.8 

4.8 

79.2 

59.8 

52.7 

54.6 

45.4 

15.8 

17.0 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

詐欺の手口や発生などの情報提供

金融機関の職員による声かけ

警察・県・市町村などによる啓発

活動

家族、知人等での話し合い

コンビニエンスストア、ドラッグ

ストアなどの従業員による声かけ

警察やボランティアによる家族訪

問指導

講習会・研修会などの参加

わからない

男性

女性

回答者数：1,718人
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【年代別】 

すべての年代で「詐欺の手口や発生などの情報提供」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

 
 

62.3 

35.8 

28.3 

49.1 

34.0 

17.0 

20.8 

9.4 

71.1 

49.0 

45.4 

46.9 

37.6 

23.7 

14.4 

6.7 

75.0 

55.2 

46.6 

48.9 

42.9 

15.3 

14.6 

3.4 

85.0 

62.6 

57.3 

52.9 

47.9 

19.4 

17.5 

1.9 

78.1 

63.1 

52.6 

52.9 

50.2 

20.1 

16.5 

2.4 

85.7 

58.4 

57.1 

51.1 

45.0 

20.1 

18.8 

0.6 

67.8 

46.3 

46.3 

46.3 

29.4 

18.1 

13.0 

9.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

詐欺の手口や発生などの情報提供

金融機関の職員による声かけ

警察・県・市町村などによる啓発

活動

家族、知人等での話し合い

コンビニエンスストア、ドラッグ

ストアなどの従業員による声かけ

警察やボランティアによる家族訪

問指導

講習会・研修会などの参加

わからない

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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【総合】 「テレビ、ラジオ及び新聞等のマスメディアを利用した広報活動」が 81.4％で１位になっ

ている。 

 次いで「チラシ、リーフレットの配布やポスター掲示等による広報活動」が 70.7％、「警察官や地

域安全アドバイザー等による「寸劇、紙芝居、講和」やキャンペーン等による広報啓発活動」が 31.1％

と続いている。 

 

《 総 合 》  

 

81.4 

70.7 

31.1 

23.6 

11.8 

7.6 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

テレビ、ラジオ及び新聞等のマス

メディアを利用した広報活動

チラシ、リーフレットの配布やポ

スター掲示等による広報活動

警察官や地域安全アドバイザー等

による「寸劇、紙芝居、講話」や

キャンペーン等による広報啓発活

動

年金支給日に伴う「ＡＴＭ集中警

戒日」での被害防止警戒活動

高知県警察ホームページ「こうち

のまもり」への掲載による広報啓

発活動

特殊詐欺専用のメール、ツイッ

ター情報

知らない

回答者数：1,718人

問56  特殊詐欺の被害防止対策の中で知っているものはどれですか。 

（当てはまるものすべてに○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

 

 

《 性 別 》  

 
 

79.8 

66.0 

27.6 

22.7 

14.3 

8.7 

6.4 

83.0 

75.2 

34.6 

24.7 

9.3 

6.5 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

テレビ、ラジオ及び新聞等のマス

メディアを利用した広報活動

チラシ、リーフレットの配布やポ

スター掲示等による広報活動

警察官や地域安全アドバイザー等

による「寸劇、紙芝居、講話」や

キャンペーン等による広報啓発活

動

年金支給日に伴う「ＡＴＭ集中警

戒日」での被害防止警戒活動

高知県警察ホームページ「こうち

のまもり」への掲載による広報啓

発活動

特殊詐欺専用のメール、ツイッ

ター情報

知らない

男性

女性

回答者数：1,718人
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【年代別】 

10歳代を除くすべての年代で「テレビ、ラジオ及び新聞等のマスメディアを利用した広報活動」が、

10歳代では「チラシ、リーフレットの配布やポスター掲示等による広報活動」が最も高くなっている。 

 

《 年 代 別 》  

 
 

49.1 

56.6 

13.2 

7.5 

9.4 

11.3 

18.9 

70.1 

68.0 

17.0 

19.1 

9.3 

7.2 

9.8 

75.4 

68.3 

29.9 

19.4 

12.7 

7.8 

6.0 

83.7 

74.8 

28.5 

26.3 

15.0 

10.0 

5.3 

87.1 

75.4 

35.7 

27.0 

13.2 

8.7 

3.0 

88.8 

74.2 

38.3 

22.5 

9.4 

5.5 

1.8 

83.1 

58.8 

36.2 

30.5 

9.0 

3.4 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

テレビ、ラジオ及び新聞等のマス

メディアを利用した広報活動

チラシ、リーフレットの配布やポ

スター掲示等による広報活動

警察官や地域安全アドバイザー等

による「寸劇、紙芝居、講話」や

キャンペーン等による広報啓発活

動

年金支給日に伴う「ＡＴＭ集中警

戒日」での被害防止警戒活動

高知県警察ホームページ「こうち

のまもり」への掲載による広報啓

発活動

特殊詐欺専用のメール、ツイッ

ター情報

知らない

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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問 57  電話による特殊詐欺を防止するために有効な「詐欺電話撃退装置」（電話がかかってきた際、

通話内容を録音している旨のアナウンスが流れる装置）を知っていますか。 

（１つだけ○印） 

 

【総合】 「知っている」が 52.6％で１位となっている。 

 次いで「知らない」が 45.5％で続いている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

52.6%

知らない

45.5%

無回答

2.0%

回答数

1,718人
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

10歳代、20歳代、30歳代、40歳代では「知らない」が、50歳代、60歳代、70歳以上では「知っ

ている」が最も高くなっている。 

 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

52.6 

52.6 

52.6 

22.6 

35.1 

42.9 

48.5 

61.6 

68.7 

57.1 

45.5 

45.5 

45.3 

75.5 

62.9 

55.2 

50.4 

37.2 

30.4 

36.2 

2.0 

1.9 

2.1 

1.9 

2.1 

1.9 

1.1 

1.2 

0.9 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

知っている 知らない 無回答

年
代
別

性
別

-196-



 

  

問 58 「詐欺電話撃退装置」を設置したいと思いますか。（１つだけ○印） 

 

【総合】 「設置しようと思わない」が 48.7％で 1位になっている。 

 次いで「設置しようと思っている(詳しく知りたいと思っている)」が 42.8％、「既に装置を設置し

ている」が 4.0％となっている。 

 

 

 

 

《 総 合 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に装置を設

置している

4.0%

設置しようと思っ

ている(詳しく知り

たいと思っている)

42.8%
設置しよう

と思わない

48.7%

無回答

4.5%

回答数

1,718人
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

【年代別】 

20歳代と 60歳代を除くすべての年代で「設置しようと思わない」が、20歳代、60歳代では「設置

しようと思っている(詳しく知りたいと思っている)」が最も高くなっている。 

 

《 総合・性別・年代別 》 

 

 

4.0 

4.5 

3.5 

5.7 

2.1 

5.2 

3.6 

3.6 

4.3 

5.1 

42.8 

43.4 

42.3 

39.6 

49.0 

40.7 

42.9 

40.2 

46.5 

38.4 

48.7 

48.1 

49.2 

52.8 

46.4 

50.7 

49.3 

52.0 

45.6 

45.2 

4.5 

3.9 

4.9 

1.9 

2.6 

3.4 

4.2 

4.2 

3.6 

11.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合（n=1,718)

男性(n=838)

女性(n=874)

10歳代(n=53)

20歳代(n=194)

30歳代(n=268)

40歳代(n=361)

50歳代(n=333)

60歳代(n=329)

70歳以上(n=177)

既に装置を設置している

設置しようと思っている(詳しく知りたいと思っている)

設置しようと思わない

無回答

年
代
別

性
別
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【総合】 「特産品の販売や、他地域との交流により、地域経済を活性化させる」が 58.6％で１位に

なっている。 

 次いで「地域住民同士の交流の輪を広げる」が 43.3％、「地域住民の暮らしを守る」が 36.1％と続

いている。 

 

《 総 合 》  

 

58.6 

43.3 

36.1 

24.5 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特産品の販売や、他地域との交流

により、地域経済を活性化させる

地域住民同士の交流の輪を広げる

地域住民の暮らしを守る

地域住民のやりがいが生まれる

その他

回答者数：1,718人

[７] 集落活動センターについて 

問 59 集落活動センターの取り組みは、特にどのような面で中山間地域の維持や活性化に有効だと

思いますか。（２つまで○印） 
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【性別】 

男女とも「総合」と同じ傾向になっている。 

 

 

 

 

《 性 別 》  

 
 

56.8 

43.8 

35.9 

24.7 

1.7 

60.1 

43.0 

36.4 

24.4 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特産品の販売や、他地域との交流

により、地域経済を活性化させる

地域住民同士の交流の輪を広げる

地域住民の暮らしを守る

地域住民のやりがいが生まれる

その他

男性

女性

回答者数：1,718人
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【年代別】 

すべての年代で「特産品の販売や、他地域との交流により、地域経済を活性化させる」が最も高く

なっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

  

54.7 

41.5 

43.4 

9.4 

5.7 

53.1 

44.3 

36.1 

23.2 

1.0 

59.7 

40.3 

38.1 

24.6 

1.5 

58.4 

42.7 

37.4 

27.4 

1.1 

61.3 

41.7 

35.1 

26.7 

1.5 

62.9 

45.6 

34.0 

26.1 

0.6 

51.4 

47.5 

34.5 

16.4 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特産品の販売や、他地域との交流

により、地域経済を活性化させる

地域住民同士の交流の輪を広げる

地域住民の暮らしを守る

地域住民のやりがいが生まれる

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 住まいの場所別 》 

   

62.5 

39.3 

38.4 

23.2 

1.3 

53.3 

49.5 

33.6 

26.2 

2.8 

55.3 

45.1 

35.2 

22.1 

1.2 

46.2 

34.6 

30.8 

34.6 

3.8 

64.4 

43.6 

36.6 

27.7 

0.0 

53.4 

62.1 

24.1 

20.7 

0.0 

55.2 

50.0 

33.6 

29.1 

0.7 

53.4 

48.7 

36.5 

28.0 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特産品の販売や、他地域との交流

により、地域経済を活性化させる

地域住民同士の交流の輪を広げる

地域住民の暮らしを守る

地域住民のやりがいが生まれる

その他

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

回答者数：1,718人
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問 60 集落活動センターの活動の中で、あなたが利用したいサービスは何ですか。 

（当てはまるものすべてに○印） 

 

【総合】 「直売所」が 72.8％で１位になっている。 

 次いで「カフェや農家レストラン」が 65.1％、「自然・体験イベント」が 33.8％と続いている。 

 

 

《 総 合 》  

 
 

 

72.8 

65.1 

33.8 

18.2 

13.2 

11.3 

10.0 

7.5 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

直売所

カフェや農家レストラン

自然・体験イベント

宿泊

日用品販売

ガソリンスタンド

配食サービス

サロンなどの集い

その他

回答者数：1,718人
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【性別】 

男女とも「総合」とほぼ同じ傾向になっている。 

 

 

 

 

《 性 別 》  

 
 

71.2 

58.7 

33.2 

20.6 

13.5 

13.1 

10.1 

6.6 

1.6 

74.1 

71.4 

34.6 

15.9 

12.9 

9.6 

10.0 

8.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

直売所

カフェや農家レストラン

自然・体験イベント

宿泊

日用品販売

ガソリンスタンド

配食サービス

サロンなどの集い

その他

男性

女性

回答者数：1,718人
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【年代別】 

10歳代、20歳代、30歳代では「カフェや農家レストラン」が、40歳代、50歳代、60歳代、70歳

以上では「直売所」が最も高くなっている。 

 

 

 

《 年 代 別 》 

   

47.2 

71.7 

34.0 

24.5 

9.4 

9.4 

7.5 

5.7 

7.5 

61.9 

76.3 

43.3 

21.1 

10.8 

15.5 

8.8 

8.2 

2.1 

69.0 

72.8 

40.3 

20.5 

10.8 

12.3 

8.6 

6.3 

1.1 

79.5 

67.0 

40.7 

20.8 

13.6 

12.2 

7.5 

8.0 

1.1 

73.3 

63.4 

33.3 

18.9 

13.2 

10.2 

8.4 

5.4 

1.8 

79.3 

62.9 

23.1 

14.3 

15.2 

9.4 

13.7 

7.6 

0.3 

70.6 

42.4 

19.8 

10.2 

15.3 

9.6 

15.8 

11.3 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

直売所

カフェや農家レストラン

自然・体験イベント

宿泊

日用品販売

ガソリンスタンド

配食サービス

サロンなどの集い

その他

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

回答者数：1,718人
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《 住まいの場所別 》 

75.8 

68.2 

37.5 

22.0 

10.7 

9.5 

8.4 

5.6 

1.0 

69.2 

63.6 

31.8 

11.2 

11.2 

15.0 

12.1 

15.0 

3.7 

70.5 

63.5 

31.1 

15.6 

16.4 

11.1 

13.1 

6.6 

1.6 

50.0 

53.8 

23.1 

7.7 

11.5 

11.5 

15.4 

19.2 

3.8 

79.2 

70.3 

43.6 

21.8 

13.9 

11.9 

9.9 

6.9 

0.0 

62.1 

53.4 

31.0 

8.6 

12.1 

10.3 

17.2 

10.3 

3.4 

70.9 

59.0 

23.9 

14.9 

20.9 

15.7 

10.4 

9.0 

1.5 

72.0 

63.5 

26.5 

13.8 

16.4 

15.3 

9.0 

9.5 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

直売所

カフェや農家レストラン

自然・体験イベント

宿泊

日用品販売

ガソリンスタンド

配食サービス

サロンなどの集い

その他

高知市

安芸広域圏

南国・香美広域圏

嶺北広域圏

仁淀川広域圏

高吾北広域圏

高幡広域圏

幡多広域圏

回答者数：1,718人
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